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「第15回女子Ｕ18ワールドカップ グループステージ」で「圧倒的強さ」を見せた女子Ｕ18日本代表
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去
る
８
月
14
日
（
水
）
～
18
日
（
日
）、

中
国
・
平
潭
で
「
第
15
回
女
子
Ｕ
18
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ 

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
グ
ル
ー

プ
Ｂ
が
開
催
さ
れ
、
女
子
Ｕ
18
日
本
代
表
が

出
場
。
上
位
２
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
「
フ

ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
」
へ
の
出
場
権
獲
得
を

め
ざ
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
Ｂ
に
は
、
ホ
ス
ト
国
の
中
国
、

イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ペ
ル
ー
、

プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
６
チ
ー
ム
が
振
り
分
け
ら

れ
、
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
方
式
（
１

回
総
当
た
り
）
の
予
選
リ
ー
グ
に
あ
た
る

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
戦
い
、
そ

の
順
位
に
基
づ
き
、「
最
終
順
位
決
定
プ
レ

ー
オ
フ
」
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
に
進
む

２
チ
ー
ム
を
決
定
す
る
試
合
方
式
が
採
用
さ

れ
て
い
た
が
、
悪
天
候
で
大
会
初
日
に
予
定

さ
れ
た
全
試
合
が
中
止
と
な
り
、
そ
の
後
も

天
候
が
回
復
せ
ず
、
大
会
途
中
か
ら
５
イ
ニ

ン
グ
で
の
試
合
（
同
点
の
場
合
は
６
回
か
ら

タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）
と
い
う
変
則
的
な
試
合
方

式
に
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

女
子
Ｕ
18
日
本
代
表
は
、「
７
イ
ニ
ン
グ

制
」
で
行
わ
れ
た
プ
エ
ル
ト
リ
コ
戦
（
８
︱

１
で
６
回
コ
ー
ル
ド
）、
イ
タ
リ
ア
戦
（
10

︱
０
で
４
回
コ
ー
ル
ド
）
に
連
勝
。「
５
イ

ニ
ン
グ
制
」
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
戦
も
10
︱

０
、
ペ
ル
ー
戦
も
６
︱
０
で
勝
利
を
収
め
、

最
終
戦
の
中
国
戦
も
21
︱
２
で
大
勝
し
、
５

戦
全
勝
。
グ
ル
ー
プ
Ｂ
１
位
で
「
フ
ァ
イ
ナ

ル
ス
テ
ー
ジ
」
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

第１５回女子Ｕ18ワールドカップ グループステージ
2024年８月14日（水）～18日（日）　中国・平潭

女子Ｕ18日本代表
グループB 全勝で１位通過

女子Ｕ18日本代表女子Ｕ18日本代表
グループB 全勝で１位通過グループB 全勝で１位通過

ファイナルステージ出場権獲得ファイナルステージファイナルステージ出場権獲得出場権獲得
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大会直前合宿（８月７日（水）～10（土）／高知県高知市・高知県立春野総合運動公園）

第15回女子Ｕ18 ワールドカップ グループステージ グループＢ

グループＢ　日本戦試合結果

選
考
会
後
、
初
招
集
と
な
っ
た
合
宿

「
チ
ー
ム
」
と
な
る
た
め
に
１
分
１
秒
を

惜
し
む
よ
う
に
練
習
に
励
ん
だ

悪天候で試合
スケジュールは
変更、また変
更の繰り返し

第１戦 PUERTO RICO １－８ JAPAN第２戦 ITALY ０－ 10 JAPAN

試合レポートはこちら試合レポートはこちら

第３戦 JAPAN 10 －０ NETHERLANDS第４戦 PERU ０－６ JAPAN

試合レポートはこちら試合レポートはこちら

第５戦 JAPAN 21 －２ CHINA※大会出場メンバー、試合スケジュール詳細情報はこちら

試合レポートはこちら

Ⓒ WBSCⒸ WBSC

http://www.softball.or.jp/u18worldcup2024GS/report/u18worldcup2024GS_op1.html
http://www.softball.or.jp/u18worldcup2024GS/report/u18worldcup2024GS_op2.html
http://www.softball.or.jp/u18worldcup2024GS/report/u18worldcup2024GS_op3.html
http://www.softball.or.jp/u18worldcup2024GS/report/u18worldcup2024GS_op4.html
http://www.softball.or.jp/u18worldcup2024GS/report/u18worldcup2024GS_op5.html
http://www.softball.or.jp/u18worldcup2024GS/
http://www.softball.or.jp/u18worldcup2024GS/schedule.html
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来
る
９
月
17
日
（
火
）
～
21
日
（
土
）、

ア
メ
リ
カ
・
オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
「
第
18
回
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ 

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」（
グ
ル
ー
プ
Ｃ
）

に
男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
出
場
。

来
年
（
２
０
２
５
年
）
カ
ナ
ダ
・
プ
リ
ン
ス

ア
ル
バ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
る
「
フ
ァ
イ
ナ
ル

ス
テ
ー
ジ
」
へ
の
「
出
場
権
」
を
か
け
、〝
世

界
の
強
豪
〟
と
激
戦
を
繰
り
広
げ
る
。

 　

昨
年
（
２
０
２
３
年
）
日
本
・
高
知
県
で

開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
」
で
貫
禄
の

全
勝
優
勝
＆
大
会
８
連
覇
。「
ア
ジ
ア
１
位
」

で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ

へ
の
出
場
を
決
め
た
日
本
（
※
２
０
２
３
ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
に
は
『
次
世
代
の
強
化
』
を
目

的
と
し
、
同
年
の
Ｕ
23
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

準
優
勝
の
好
成
績
を
収
め
た
男
子
Ｕ
23
日
本

代
表
チ
ー
ム
が
出
場
。
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
挑
ん
だ
）は
、
今
年（
２
０
２
４
年
）６
月
、

高
知
県
高
知
市
で
「
令
和
６
年
度
男
子
Ｔ
Ｏ

Ｐ
日
本
代
表
チ
ー
ム
選
手
選
考
会
」
を
実
施

し
、
新
た
に
「
代
表
選
手
16
名
」
を
選
出
・

決
定
。「
新
生
・
男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ

ー
ム
」
と
し
て
今
大
会
に
挑
む
こ
と
と
な
る
。

　
「
第
18
回
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

グ
ル
ー

プ
ス
テ
ー
ジ
」
は
す
で
に
グ
ル
ー
プ
Ａ
、
グ

ル
ー
プ
Ｂ
の
戦
い
を
終
了
し
て
お
り
、
残
す

は
こ
の
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
み
。

　

メ
キ
シ
コ
・
エ
ル
モ
シ
ー
ジ
ョ
で
開
催
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
Ａ
は
「
第
１
代
表
・
ド
ミ
ニ

カ
」「
第
２
代
表
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」、
カ

ナ
ダ
・
プ
リ
ン
ス
ア
ル
バ
ー
ト
で
開
催
さ
れ

た
グ
ル
ー
プ
Ｂ
は
「
第
１
代
表
・
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
」「
第
２
代
表
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
お
り
、
加
え
て
フ
ァ

イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
開
催
国「
カ
ナ
ダ
」が「
ワ

イ
ル
ド
カ
ー
ド
」
で
の
出
場
権
を
す
で
に
獲

得
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
）
の
大
会
ラ
イ
ブ
配
信
・
ハ
イ
ラ
イ
ト
映

像
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
よ
く
分
か
る
が
…
…

「
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
」
の

舞
台
は
ま
さ
に
「
強
者
揃
い
」。
投
手
は
「
球

速
１
３
５
㎞
／
ｈ
超
」
の
ラ
イ
ズ
・
ド
ロ
ッ

プ
を
投
げ
込
ん
で
く
る
し
、
打
者
も
そ
れ
を

い
と
も
簡
単
に
打
ち
返
す
「
驚
異
的
な
パ
ワ

ー
・
破
壊
力
」
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
・
Ｕ
23
と
２
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

「
世
界
一
」
に
登
り
詰
め
た
あ
の
〝
世
界
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
サ
ウ
ス
ポ
ー
〟
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ

ス
グ
ロ
ー
ブ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
）
で

さ
え
、
少
し
気
を
緩
め
れ
ば
痛
打
さ
れ
て
し

ま
う
…
…
そ
ん
な
「
異
次
元
の
領
域
」
の
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

前
回
（
２
０
２
２
年
）
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
「
屈
辱
の
７
位
」
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
に
と
っ
て
、
今
大

会
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
リ
ベ
ン
ジ
」
を
期

す
舞
台
と
な
る
。
日
本
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
再
び
「
復
活
・
躍
進
」
さ
せ
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
を「
突
破
」

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
！

男子TOP日本代表レポート

ワールドカップ グループステージ
「グループＣ組み合わせ」決定！

新生・男子TOP日本代表、いざ！世界の舞台へ!!
（上位２チームがファイナルステージへ進出）

世界は広く、男子ソフトボールのレベルは日々進化している
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グループC最有力候補は「前回大会3位」のホスト国・アメリカ

2
0
2
2
年
の
「
リ
ベ
ン
ジ
」
を
果
た
す
べ
く
、

必
ず
や
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
突
破
を
!!

http://www.softball.or.jp/mens-worldcup2024GS/schedule.html
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去
る
８
月
２
日
（
金
）
～
７
日
（
水
）、「
日

韓
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業　

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
」（
チ
ー
ム
招
待
）
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
日
韓
交
流
事
業
」
は
２
０
０
１
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
21
回
目
の
開
催
。
２
０

１
９
年
の
開
催
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
２
０

２
０
年
～
２
０
２
２
年
の
３
年
間
「
中
止
」
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
開
催
を
見
合
わ
せ
て
き
た
が
、

昨
年
（
２
０
２
３
年
）
よ
う
や
く
「
再
開
」

さ
れ
、
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
「
交
流
事
業
」
は
、
ア
ジ
ア
近
隣
諸

国
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
促
進
し
、
両
国
の

友
好
親
善
と
競
技
力
向
上
を
目
的
に
「
相
互

派
遣
方
式
」
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

従
前
は
、
９
月
初
旬
に
ま
ず
日
本
チ
ー
ム

が
韓
国
を
訪
問
。
こ
れ
を
受
け
、
11
月
に
韓

国
チ
ー
ム
が
来
日
す
る
の
が
「
通
例
」
で
あ

り
、
お
決
ま
り
の
「
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
っ
た

が
、
昨
年
か
ら
韓
国
チ
ー
ム
（
女
子
Ｕ
18
代

表
チ
ー
ム
）
が
先
に
来
日
し
、「
日
本
代
表

チ
ー
ム
」
が
11
月
に
韓
国
を
訪
問
す
る
パ
タ

ー
ン
に
切
り
換
え
ら
れ
た
。

　

「
日
本
代
表
」
と
し
て
、
今
回
「
ホ
ス

ト
チ
ー
ム
」
と
し
て
韓
国
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、

11
月
に
韓
国
を
訪
問
す
る
の
は
、
今
春
、
静

岡
県
富
士
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
42
回
全

国
高
等
学
校
女
子
選
抜
大
会
」
で
岐
阜
県
勢

と
し
て
は
「
初
」
と
な
る
「
全
国
制
覇
」「
優

勝
」
を
成
し
遂
げ
、
こ
の
「
交
流
事
業
」
の

直
前
に
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
優

勝
こ
そ
逃
し
た
も
の
の
、
準
優
勝
の
好
成
績

日韓ジュニアスポーツ交流事業
ソフトボール競技（チーム招待）

令和６年８月２日（金）～７日（水）　群馬県高崎市・宇津木スタジアム
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を
残
し
た
多
治
見
西
高
等
学
校
（
岐
阜
）。

　

ま
ず
今
回
の
受
入
事
業
を
「
ホ
ス
ト
チ
ー

ム
」
と
し
て
実
施
し
、
11
月
９
日
（
土
）
～

14
日
（
木
）
の
日
程
で
韓
国
を
訪
問
（
派
遣

事
業
）
す
る
予
定
が
組
ま
れ
て
い
る
。

　

韓
国
女
子
U 

18
代
表
チ
ー
ム
は
８
月
２

日
（
金
）
に
来
日
。
今
回
の
「
交
流
事
業
」

が
実
施
さ
れ
る
群
馬
県
高
崎
市
へ
と
向
か
い
、

翌
３
日
（
土
）
か
ら
早
速
「
宇
津
木
ス
タ
ジ

ア
ム
」
で
「
親
善
交
流
試
合
」
を
実
施
。「
日

本
代
表
」で
あ
り
、こ
の「
交
流
事
業
」の「
ホ

ス
ト
チ
ー
ム
」
で
あ
る
多
治
見
西
高
等
学
校

と
の
対
戦
を
中
心
に
、
地
元
・
群
馬
県
選
抜

チ
ー
ム
と
も
対
戦
し
た
。

　

８
月
３
日
（
土
）、
初
戦
は
群
馬
県
選
抜
チ

ー
ム
と
対
戦
。
先
手
を
奪
い
、
４
点
を
挙
げ

る
試
合
展
開
と
な
っ
た
が
、
後
半
逆
転
を
許

し
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
大
差
の
敗
戦
。
続
く

多
治
見
西
高
等
学
校
と
の
対
戦
も
、常
に
「
Ｕ

18
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
「
世
界
の
ト
ッ
プ
」

を
争
う
国
際
的
に
も
高
い
競
技
力
を
誇
る
日

本
の
「
高
校
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
チ
ー
ム
」、
こ
の

「
日
韓
交
流
」
の
後
、
開
催
さ
れ
た
「
第
15

回
女
子
Ｕ
18
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

グ
ル
ー
プ
ス

テ
ー
ジ
」
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
８
月
14
日
（
水
）

～
18
日
（
日
）、
中
国
・ 

平
潭
で
開
催
さ
れ
た

／
詳
報
・
本
誌
Ｐ
２
～
３
を
参
照
）
で
圧
倒

的
な
強
さ
を
見
せ
、
５
戦
全
勝
の
１
位
で
通

過
。
見
事
、「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
」
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
た
「
女
子
Ｕ
18
日
本
代
表

チ
ー
ム
」
に
３
名
も
の
「
代
表
選
手
」
を
送

り
込
む
「
強
豪
」
多
治
見
西
高
等
学
校
が
相

手
と
あ
っ
て
は
、
さ
す
が
に
分
が
悪
く
、
大

差
を
つ
け
ら
れ
る
結
果
に
…
…
。
そ
れ
で
も

日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
と
「
直
接

対
決
」
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
、
韓
国
チ

ー
ム
に
と
っ
て
、
試
合
の
「
勝
敗
」
だ
け
で

は
計
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
貴
重
な
経
験
」

と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
「
日
韓
交
流
」
の
直
前
に
開

催
さ
れ
た
「
第
17
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
」（
７
月
15
日
（
月
・

祝
）～
20
日（
土
）、
イ
タ
リ
ア
・
カ
ス
テ
ィ
オ

ン
ス 

デ
ィ 

ス
ト
ラ
ー
ダ
で
開
催
）
で
、
見
事

「
優
勝
」
を
飾
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
き
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
も
「
世
界
一
」
に
導
い

た
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
・
宇
津
木
麗
葉
ヘ

ッ
ド
コ
ー
チ
が
両
チ
ー
ム
に
表
敬
訪
問
を
行

う
場
面
も
見
ら
れ
、
選
手
た
ち
へ
「
直
接
指

導
」に
乗
り
出
す
こ
と
も
…
…
。
ま
さ
に「
世

界
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
を
極
め
、「
世
界
一
」
に
君

臨
す
る
日
本
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
「
真
髄
」

が
次
代
を
担
う
日
韓
両
国
の
選
手
た
ち
に
伝

授
・
継
承
さ
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
離
れ
て
も
「
歓
迎
夕
食

会
」
等
が
催
さ
れ
、
昨
年
本
事
業
を
主
管
し
、

団
長
と
し
て
事
業
に
参
加
し
た
（
公
財
）日

本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
三
宅
豊
名
誉
会
長

（
前
会
長
）
も
駆
け
つ
け
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
外

で
も
互
い
の
交
流
を
深
め
、
言
葉
は
通
じ
な

く
て
も
、
身
振
り
手
振
り
の
ゼ
ス
チ
ュ
ア
を

交
え
て
意
思
疎
通
を
図
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

　

互
い
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
技
術
力
・
競
技
力

向
上
を
め
ざ
す
取
り
組
み
は
、
親
善
交
流
試

合
の
実
施
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、「
合
同
練
習
」

を
行
い
、
試
合
を
行
う
だ
け
で
は
互
い
に
学
び
、

感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
日
々
の
練
習
」
に

臨
む
姿
勢
か
ら
始
ま
り
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
必
要
な
基
礎
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
基
本
的
な
技
術
練
習
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
・
情
報
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
互
い
の
「
良
い
と
こ
ろ
」
を
学
び
、

吸
収
す
る
機
会
・
時
間
も
設
け
ら
れ
た
。
こ

の
合
同
練
習
に
は
（
公
財
）
日
本
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
・
宇
津
木
妙
子
副
会
長
も
参
加
。

そ
の
「
代
名
詞
」
で
あ
る
「
速
射
砲
ノ
ッ
ク
」

を
体
験
・
体
感
す
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　

８
月
２
日
（
金
）
～
７
日
（
水
）
の
６
日
間
、

実
施
さ
れ
た
「
日
韓
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流

事
業 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
」（
チ
ー
ム
招
待
）。

両
国
の
「
将
来
」「
未
来
」
を
担
う
ジ
ュ
ニ
ア

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
選
手
た
ち
が
、
こ
の
「
交
流
事

業
」
を
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
さ
ら
に
成

長
し
、
今
後
、「
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
」
の
み
な
ら

ず
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」、
あ
る
い
は
「
ア
ジ

ア
競
技
大
会
」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
っ
た

「
夢
の
舞
台
」
で
、互
い
に
元
気
に
「
再
会
」

し
、「
成
長
し
た
姿
」
を
見
せ
合
う
…
…
こ

の
「
交
流
事
業
」
の
「
理
念
」
を
「
現
実
の

も
の
」
と
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「親善交流試合」を行い、互いのレベルアップをめざした

日韓交流事業の動画はこちら

https://www.youtube.com/watch?v=JRtBF1rtfQk
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「
第
45
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
男
子
選
手
権

大
会
」
は
去
る
７
月
20
日
（
土
）
～
22
日

（
月
）
の
３
日
間
、
岡
山
県
新
見
市
／
新
見

市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
、
新
見
市
民
運

動
公
園
、
哲
多
総
合
運
動
公
園
を
舞
台
に
開

催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
連
日
35
度
を
超
え
る
「
猛
暑
」
の

中
行
わ
れ
、
試
合
中
は
２
イ
ニ
ン
グ
に
１
回
、

３
分
間
の
給
水
タ
イ
ム
が
設
け
ら
れ
る
等
、

熱
中
症
対
策
に
は
十
分
に
気
を
配
り
な
が
ら

実
施
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
試
合
時
間
が
長
く
、

大
会
初
日
・
２
日
目
の
最
後
の
試
合
が
ナ
イ

タ
ー
に
な
る
等
、
大
会
運
営
に
苦
慮
す
る
場

面
も
見
ら
れ
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う

に
大
会
新
記
録
と
な
る
３
時
間
54
分
に
わ
た

る
試
合
も
あ
る
等
、
大
会
派
遣
理
事
の
瀬
戸

山
章
常
務
理
事
は
「
こ
の
酷
暑
の
中
で
の
長

時
間
に
わ
た
る
試
合
は
、
選
手
も
そ
う
だ
が
、

攻
守
交
代
な
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
い
る

審
判
員
が
倒
れ
て
し
ま
う
…
…
」
と
心
配
す

る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

大
会
初
日
（
20
日
／
土
）
に
１
回
戦
／
16

試
合
、
２
日
目
（
21
日
／
日
）
に
２
回
戦
・

準
々
決
勝
／
12
試
合
が
行
わ
れ
、
最
終
日

（
22
日
／
月
）
の
ベ
ス
ト
４
に
は
「
日
本
男

子
リ
ー
グ
」
に
所
属
す
る
大
阪
・
堺
グ
ロ
ー

バ
ル
、
大
阪
桃
次
郎
、
ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
の
３

チ
ー
ム
と
昨
年
準
優
勝
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
吉
勝
重
建

の
４
チ
ー
ム
が
勝
ち
上
が
り
、「
ク
ラ
ブ
男

子
日
本
一
」
の
座
を
か
け
て
激
突
し
た
。

第45回全日本クラブ男子選手権大会
令和６年７月20日（土）～22日（月）　岡山県新見市／新見市憩いとふれあいの公園 他

記録提供：岡山県協会記録委員会

優　勝！優　勝！優　勝！
７年ぶり５回目の

大阪桃次郎（大阪）大阪桃次郎大阪桃次郎（大阪）（大阪）

７年７年ぶりぶり５回目５回目のの
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　決勝は両チームともに無得点が続き、試合が動いたのは５回表、
大阪桃次郎は一死から９番・吉永文太がバント安打で出塁。次打者
のファーストゴロで走者が入れ替わり、一死一塁となった後、２番・
山内貴博の二遊間を抜く安打で一塁走者が一気に三塁へ進塁。一死
一・三塁の先制のチャンスを作ると、続く３番・高草昂大の左前適
時打で三塁走者が還り、１点を先取した。
　その裏、ＦＳＣ吉勝重建もすぐに反撃。一死から７番・影山心、
８番・松本一輝の連打と９番・嶋田智希の四球で満塁と攻め立てる
と、１番・本塚勇太がレフトオーバーの適時三塁打を放ち、二者が
生還。２－１と逆転に成功した。

　逆転を許した大阪桃次郎は、その直後の６回表、この回先頭の５番・植田貴也が四球、６番・松本三汰の
二遊間安打で一・三塁、次打者のショートゴロで一死二・三塁とし、二死後、代打・須藤雄杜がライトの頭
上を越えるスリーランホームランを放ち、４－２と再びリードを奪った。
　２点を追うＦＳＣ吉勝重建もその裏、この回から代わ
った大阪桃次郎の２番手・タン・マシューを攻め、４番・
嶋田将也、５番・山口優弥の連打で無死一・三塁とし、
６番・轉法輪侑孝はショートゴロで二塁フォースアウト。
この間に三塁走者が還り、１点を返し、これにショート
の一塁悪送球も絡み、打者走者が二塁へ進塁。さらにワ
イルドピッチで三塁へ進み、一死三塁の「一打同点」の
場面を作ると、７番・影山心の一・二塁間を破る適時打
で三塁走者がホームイン！４－４の同点に追いつく粘り
を見せた。
　しかし、最終回、大阪桃次郎は一死から３番・高草昂大
が初球を完璧に捉え、レフトスタンドに運ぶ勝ち越しソロ
ホームラン！ ５－４とリードし、その裏、ＦＳＣ吉勝重建
の最後の攻撃をこの回再登板した「エース」岡﨑建斗が無
得点に抑え、７年ぶり５回目の優勝を飾った!!

〈準決勝〉大阪・堺グローバル　１－５　大阪桃次郎

〈準決勝〉ＦＳＣ吉勝重建 ４－２ ダイワアクト

《決 勝》大阪桃次郎 ５－４ ＦＳＣ吉勝重建

　桃次郎は２回裏、この回先頭の５番・植田貴也と６番・松本三汰
の連打、パスボールで無死二・三塁の先制機を作ると、７番・南村
海斗の左犠飛で三塁走者を迎え入れ、まず１点を先制。なお一死三
塁のチャンスが続き、次打者の四球、盗塁で二・三塁と攻め立て、
二死後、１番・宇根良祐の二遊間を抜く適時打で二者が還り、この
回３点を先制した。さらに３点をリードしたまま迎えた４回裏には
一死から７番・南村海斗の二遊間安打、犠打、敵失で１点を加え、
４－０とリードを広げた。
　一方、グローバルは６回表に５番・長谷川敬広、６番・椎葉貴哉
の連続二塁打で１点を返したが、反撃もここまで。その裏、桃次郎
が９番・吉永文太、１番・宇根良祐の連続三塁打で１点を追加し、
５－１で決勝進出を決めた。

　先攻の吉勝重建は初回、二死から３番・吉川大貴が四球で出塁す
ると、４番・嶋田将也の二遊間安打、死球で満塁と攻め立て、ワイ
ルドピッチであっさり先制。続く２回表にも一死から９番・影山心
が四球で出塁すると、二死後、２番・本塚宏太の右中間を破る適時
三塁打で１点を追加。３回表にも５番・山口優弥の左越本塁打で３
－０とリードを広げ、試合を優位に進めた。
　３点を追うダイワアクトも５回裏、死球、安打、犠打失策で無死
満塁の好機をつかみ、一死後、９番・豊村友之介の右犠飛で１点を
返し、６回裏にも３番・永松幸太郎のソロ本塁打で１点差まで詰め
寄ったが、同点、逆転とはならず、７回表に吉勝重建が５番・山口
優弥の適時打でダメ押しの１点を加え、そのまま４－２で勝利し、
決勝へ駒を進めた。

大
阪
桃
次
郎
は
南
村
海
斗
の
犠
飛
等
で

2
回
裏
に
3
点
を
先
制
し
た

山
口
優
弥
の
本
塁
打
等
で
吉
勝
重
建
が

3
点
を
先
制

7
年
ぶ
り
の
頂
点
に
大
阪
桃
次
郎
・
中
村
健
二
監
督

が
感
極
ま
る
場
面
も

両
エ
ー
ス
の
先
発
で
始
ま
っ
た

決
勝
戦

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は日本ソフトボール協会オフィシャルHPで

http://www.softball.or.jp/game/club_mens/tournament2024/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
７
月
20
日
（
土
）
～
22

日
（
月
）
の
３
日
間
、
岩
手
県
一
関
市
・
一

関
運
動
公
園
野
球
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、

全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
代

表
24
チ
ー
ム
が
集
い
、「
ク
ラ
ブ
女
子
日
本

一
」
の
座
を
か
け
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

  

大
会
初
日
は
、
４
会
場
を
使
用
し
て
16
試

合
を
実
施
。
ベ
ス
ト
８
が
出
揃
い
、
地
元
・

岩
手
県
代
表
の
一
関
ク
ラ
ブ
が
勝
ち
上
が
り
、

会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。

　

大
会
２
日
目
は
準
々
決
勝
４
試
合
・
準
決

勝
２
試
合
の
計
６
試
合
が
２
会
場
で
行
わ
れ
、

地
元
期
待
の
一
関
ク
ラ
ブ
に
大
声
援
が
送
ら

れ
た
が
、
惜
し
く
も
準
々
決
勝
敗
退
。
ベ
ス

ト
４
に
は
、
そ
の
一
関
ク
ラ
ブ
を
破
っ
た
出
口

グ
ル
ー
プ
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
（
長

崎
）、
大
会
３
連
覇
の
偉
業
達
成
を
狙
う
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｉ　

Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ

Ａ
（
鹿
児
島
）、
日
本
リ
ー
グ
「
プ
ラ
チ
ナ
セ

ク
シ
ョ
ン
」
で
首
位
を
走
る
厚
木
Ｓ
Ｃ
（
神

奈
川
）、
前
年
度
準
優
勝
の
Ｃ
ｉ
ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ

Ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
（
愛
知
）
の
日
本

リ
ー
グ
所
属
３
チ
ー
ム
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

決
勝
は
日
本
リ
ー
グ
「
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ

ン
」「
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
」
で
首
位
を

走
る
チ
ー
ム
同
士
の
対
戦
と
な
り
、
初
回
に
鮮

や
か
な
先
制
攻
撃
を
見
せ
た
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ　

Ａ
Ｌ

Ｌ　

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
が
厚
木
Ｓ
Ｃ

に
７
︱
０
で
圧
勝
。
３
連
覇
を
達
成
し
た
！

第45回全日本クラブ女子選手権大会
令和６年７月20日（土）～22日（月） 

岩手県一関市／一関運動公園野球場・ソフトボール場、東山多目的グラウンド
記録提供：岩手県協会記録委員会

MORI ALL WAVE KANOYA（鹿児島）MORI ALL WAVE KANOYA（鹿児島）MORI ALL WAVE KANOYA（鹿児島）

大会ＭＶＰ・竹原由菜
（MORI ALL WAVE KANOYA）

大会ＭＶＰ・竹原由菜大会ＭＶＰ・竹原由菜
（MORI ALL WAVE KANOYA）（MORI ALL WAVE KANOYA）優秀選手・古本緋里

（厚木ＳＣ）
優秀選手・古本緋里優秀選手・古本緋里

（厚木ＳＣ）（厚木ＳＣ）

堂々の３連覇堂々堂々のの３連覇３連覇
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〈準決勝〉
MORI ALL WAVE KANOYA ３－０ 出口グループ ペパーミントエンジェルズ

　MORI ALL WAVE KANOYA は２回表、５番・福元彩未、６番・濱
本叶美、７番・鈴木真由子の３連打で無死満塁と攻め立て、８番・
谷川まきのショートファウルフライが犠牲フライとなり、１点を先制。
１点リードのまま、迎えた最終回には、ここまで好投を続けてきた出
口グループ ペパーミントエンジェルズの「エース」川原ほのかが自
らのエラーで１点を失い、８番・谷川まきの犠牲フライで決定的な３
点目。このリードを先発・髙橋音森、竹原由菜とつなぐ投手リレーで
守り抜き、３－０の完封。大会「３連覇」へ王手をかけた。

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
、３
連
覇
に「
王
手
」

《決勝》
MORI ALL WAVE KANOYA ７－０ 厚木ＳＣ

　日本リーグ「プラチナセクション」「サファイアセクション」の首
位を走るチーム同士の対戦とあって注目が集まったが、予想外の一方
的な試合展開となった。
　先攻の MORI ALL WAVE KANOYA は初回、厚木ＳＣの「エース」
古屋英恵の立ち上がりを攻め、死球、犠打、安打、盗塁、四球で一死
満塁とし、５番・福元彩未が三遊間を破るタイムリー！　まず１点を
先制すると、二死後、死球による押し出しで 2 点目。さらに８番・谷
川まきが満塁の走者を一掃する適時二塁打を放ち、初回に大量５点を
先制。早々に試合を決めてしまった。MORI ALL WAVE KANOYA は
３回表にも二死走者なしから７番・濱本叶美、８番・谷川まきの連打
等で二死一・三塁とし、鮮やかなダブルスチールで１点を追加。最終回にも代打・山根楓加、５番・福元
彩未の長短打でさらに１点を加え、７－０の大差をつけた。
　守っては、先発・竹原由菜、「エース」中野花菜とつなぐ投手リレーで厚木ＳＣ打線に最後まで得点を
許さず、７－０の完封勝ち。大会３連覇の偉業を達成した。

〈準決勝〉
Citrine Ichinomiya 0 －５ 厚木ＳＣ

　後攻の厚木ＳＣは初回、２本の安打と盗塁で二死ながら二・三塁の先制
のチャンスをつかむと、５番・江口奈那がレフト線を抜く適時三塁打。塁
上の走者を一掃し、続く６番・鈴木満梨佳にもレフト前にタイムリーが飛
び出し、強烈な先制パンチを浴びせ、初回に３点を先制した。これで勢い
づいた厚木ＳＣは３回裏にも、３番・八黄地麻衣、４番・小山優理の長短
打とワイルドピッチで２点を追加。５－０と大きくリードを奪った。
　守っては、「エース」古屋英恵が６回を投げ、被安打２・無失点の好投。
最後は左腕・髙木優月が締め、５－０の完封で決勝進出を決めた。

厚木ＳＣが決勝へ

ＭＯＲＩ、猛打で３連覇達成！

大会結果の詳報、準決勝・決勝のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで！決勝戦ダイジェスト動画はこちらから

http://www.softball.or.jp/game/club_woman/tournament2024/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=LzOUZdHpcb0
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第64回全日本実業団男子選手権大会
令和６年７月27日（土）～29日（月）　鹿児島県鹿児島市／南栄リース桜島グラウンド

記録提供：鹿児島県協会記録委員会

Honda（栃木）HondaHonda（栃木）（栃木）

貫禄の連覇貫禄貫禄のの連覇連覇
　本大会は鹿児島県鹿児島市南栄リース桜島グラウンドを会場に、７月27日（土）～29日（月）の３日間
にわたり開催された。
　鹿児島の「シンボル」である活火山「桜島」に見守られ、照り付ける灼熱の太陽の下、全国から集まっ
た精鋭32チームが熱戦を展開！
　大会最終日（29日／月）の準決勝には、前回王者のＨｏｎｄａ（栃木）、地元・鹿児島で初優勝を狙う
山口水産、日本リーグ所属のジェイテクト（徳島）を破り、４強入りを果たした安川電機（福岡）、実業
団登録に変更して臨んだ昨年は惜しくも準優勝。今回２度目の挑戦で初の栄冠をめざす平林金属株式会社
（岡山）の４チームが勝ち上がり、実業団男子の「頂点」をかけて最後の戦いに挑んだ。
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〈 準 決 勝 〉　山口水産　0 － 3　Honda

〈 準 決 勝 〉　平林金属株式会社　１－２　安川電機

　試合はニュージーランド代表でもあるピタ・ロナ（山口水産）と男
子ＴＯＰ日本代表に選出された長井風雅（Ｈｏｎｄａ）両投手の先発
ではじまり、４回まで互いに無得点。迎えた５回裏、Ｈｏｎｄａは二
死から２番・川島大空の右前安打と連続四死球で満塁と攻め立てると、
５番・藤原綜俊が一塁線を抜く適時二塁打！ 二者を迎え入れ、さら
に相手守備の乱れも絡んで一塁走者も還り、３点を先取! ! 待望の先制
点を挙げ、試合の主導権を握った。
　投げては、先発・長井風雅が山口水産打線から12三振を奪う「気迫
のピッチング」を披露！ 最後まで得点を許さず、３－０の完封勝利
で「大会連覇」へ王手をかけた。

　もう一方の準決勝は平林金属・小山玲央、安川電機・海
邉和也の両先発投手が見応えのある投げ合いを展開。
　試合が動いたのは４回表、平林金属は一死から２番・和
田彩斗がワンボールからの２球目をとらえ、センター頭上
を越えるソロホームラン！ 決勝へ近づく先制点を奪った。
　１点を追う安川電機も終盤６回裏、一死から代打・本田
龍海が一・二塁間を破る安打で出塁。四球、内野ゴロで二
死二・三塁の反撃のチャンスを得ると、２番・日髙慶明の
打球がピッチャー・小山玲央のグラブをはじき、セカンド
へ転がる間に三塁走者が生還。 同点に追いついた。

　試合は１－１のまま延長タイブレークへ突入。８
回表の平林金属の攻撃を無得点に抑えた安川電機は
その裏、前の回から代わった平林金属の２番手・景
山蓮に対してサードゴロ、四球で一死一・二塁とな
った状況から、８番・宮㟢優介が初球のライズボー
ルを狙い打ち！ これが右越適時二塁打となって二
塁走者がサヨナラのホームイン! ! 劇的勝利で熱戦に
終止符を打ち、決勝戦への切符をつかんだ。

長
井
風
雅
が
山
口
水
産
打
線
を
完
封

決
勝
進
出
を
決
め
た
安
川
電
機

両
先
発
投
手
が
「
意
地
」
の
投
げ
合
い
！

《　決　勝　》　安川電機　1 － 8　Honda
　後攻の Honda は初回、酷暑の中での連投かつ準決勝で延長８回タイブレークに及ぶ死闘を投げ抜き、疲労
を隠せない安川電機のエース・海邉和也の立ち上がりを攻め、二死から四球、敵失、連続四球で押し出し。ま
ず１点を先制すると、なお二死満塁のチャンスで、７番・野澤空汰が左中間を抜く適時二塁打！ 満塁の走者を
一掃し、３点を加え、この回一挙４点を奪った。
　Honda は２回裏にも代わった安川電機・小野武人を攻め、四
球、敵失、盗塁等で一死二・三塁の好機を作り、代打・福田空
脩の中越適時二塁打、６番・船原雄大の中前適時打で３点を追
加。７－０と大きくリードを広げ、試合の大勢を決めると、１
点を返された後の５回裏には無死二塁から７番・野澤空汰が中
越適時二塁打を放って得点差を再び７点とし、「５回得点差コー
ルドゲーム」が成立。８－１の圧勝で今大会を締めくくり、２
年連続の優勝を飾った。

H
o
n
d
a
が
「
大
会
連
覇
」
を
達
成

決勝戦ダイジェスト動画はこちらから 大会結果の詳報、全試合のイニングスコアは
日本ソフトボール協会オフィシャルＨＰで

https://www.youtube.com/watch?v=wTdDOB2jOcs
http://www.softball.or.jp/game/corporate_mens/tournament2024/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
７
月
27
日
（
土
）・
28
日

（
月
）
の
両
日
、
石
川
県
金
沢
市
・
金
沢
市

営
専
光
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
10
チ
ー
ム

が
「
実
業
団
女
子
日
本
一
」
の
座
を
か
け
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

  

大
会
初
日
は
、
１
回
戦
・
２
回
戦
６
試
合
が

行
わ
れ
、
ベ
ス
ト
４
が
出
揃
い
、「
連
覇
」
を
狙

う
大
和
電
機
工
業
（
長
野
）、
日
本
リ
ー
グ
「
プ

ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
」
で
首
位
を
走
る
平
林
金

属 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｂ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｍ
ｓ
（
岡
山
）、

同
じ
く
日
本
リ
ー
グ
所
属
の
小
泉
病
院 

Ｂ
ｌ
ｕ

ｅ 

Ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
ｓ
（
広
島
）、
花
王
コ
ス
メ
小
田

原 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
神
奈
川
）
の
４
チ
ー
ム

が
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

大
会
２
日
目
（
最
終
日
）
は
準
決
勝
・
決
勝

の
計
３
試
合
が
行
わ
れ
、
大
和
電
機
工
業
が
平

林
金
属 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｂ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｍ
ｓ
に
５

︱
３
の
逆
転
勝
ち
。
決
勝
進
出
を
決
め
た
。
も

う
一
方
の
ゾ
ー
ン
で
は
花
王
コ
ス
メ
小
田
原 

フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
小
泉
病
院 

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ａ
ｒ
ｒ
ｏ

ｗ
ｓ
を
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
も
つ
れ
込
む
熱

戦
の
末
、
２
︱
１
で
振
り
切
り
、
決
勝
進
出
。

　

決
勝
で
は
、「
連
覇
」
を
狙
う
大
和
電
機

工
業
を
相
手
に
花
王
コ
ス
メ
小
田
原 

フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
が
終
始
「
先
手
」
を
奪
う
試
合
展

開
で
５
︱
１
と
快
勝
。大
和
電
機
工
業
の「
連

覇
」
を
阻
止
し
、
８
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
、

栄
冠
を
手
に
し
た
。

第64回全日本実業団女子選手権大会
令和６年７月27日（土）・28日（日）　石川県金沢市／金沢市営専光寺ソフトボール場

記録提供：石川県協会記録委員会

８年ぶり２回目の優勝
花王コスメ小田原 フェニックス（神奈川）

優秀選手・小川瑠菜
（大和電機工業）

大会ＭＶＰ・栗原ななみ
（花王コスメ小田原 フェニックス）
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〈準決勝〉
大和電機工業 ５－３ 平林金属 Peachblossoms

　二転三転の好ゲームとなったこの試合、２－３と１点をリードされ
て迎えた６回表、大和電機工業は安打と四球、内野ゴロ（一塁走者が
二塁フォースアウト）、一塁走者の二塁盗塁で一死二・三塁の「一打
逆転」のチャンスをつかみ、６番・小川瑠菜、７番・矢﨑月菜の連続
二塁打で一挙３点を奪い、５－３と試合をひっくり返した。
　このリードを「エース」大串都未希が６安打され、３点を失いなが
らも「粘りのピッチング」で耐え抜き、決勝進出。苦しみながらも「連
覇」へ王手をかけた。

〈決勝〉
花王コスメ小田原 フェニックス ５－１ 大和電機工業

　両チーム無得点で迎えた３回表、花王コスメ小田原 フェニックスは
一死一・三塁の先制機に一塁走者が「離塁アウト」を取られ、チャン
スを潰したかに見えたが、３番・山岡未歩が二遊間をしぶとく破る先
制のタイムリー！　まず１点を先制し、４番・岡田南も左越二塁打で
続き、二死二・三塁とチャンスを広げ、５番・松田采弓が中越の適時
二塁打。二者を迎え入れ、この回３点を先制した。
　花王コスメ小田原 フェニックスは５回表にも４番・岡田南の犠牲フ
ライで１点、６回表には１番・西愛実のタイムリーで１点と着々と加
点。５－０と大きくリードを奪った。
　一方、「連覇」へ執念を燃やす大和電機工業は再三走者を出し、塁
上を走者が賑わすものの、花王コスメ小田原 フェニックスの「エース」栗原ななみに「要所」を締められ、
相手チームを上回る11安打を放ちながら、得点は６回裏の１点のみ。チャンスに「決定打」を欠き、「連覇」
を逃した。
　花王コスメ小田原 フェニックスは「エース」の力投に応え、10安打・５得点。投打が噛み合い、8年ぶ
り２回目の優勝を手にした。

〈準決勝〉
花王コスメ小田原 フェニックス ２－１ 小泉病院 Blue Arrows

　花王コスメ小田原 フェニックス・栗原ななみ、小泉病院 Blue 
Arrows・原田悠、両エースが一歩も譲らぬ投げ合いを展開。緊迫の投
手戦は両チーム無得点のまま、延長タイブレークへともつれ込んだ。
　８回表、花王コスメ小田原 フェニックスはタイブレークの走者が二死
ながら三塁へ進塁。四球、盗塁で二・三塁とした後、３番・山岡未歩がセ
ンター前にタイムリー！　二者が還り、２点のリードを奪った。
　その裏、力投を続けてきた栗原ななみが１点を失いはしたものの、何と
か踏ん張り、２－１で逃げ切り、決勝進出を決めた。花王コスメ小田原、決勝進出！

大和電機工業、「連覇」へ王手

花王コスメ小田原、猛打で頂点へ !!

大会結果の詳報、準決勝・決勝のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで！決勝戦ダイジェスト動画はこちらから

https://www.youtube.com/watch?v=m9VdHOmgnEY
http://www.softball.or.jp/game/corporate_woman/tournament2024/tournament.html
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高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
「
頂
点
」
を
競
う

舞
台
〝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
〟
男
子
の
部
は
、
７

月
28
日
（
日
）
～
31
日
（
水
）
の
４
日
間
に

わ
た
り
長
崎
県
大
村
市
／
大
村
市
総
合
運
動

公
園
広
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
各
地
の
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
き
、

本
大
会
に
は
44
チ
ー
ム
が
出
場
。
高
校
生
の

選
手
た
ち
に
と
っ
て
ま
さ
に
「
３
年
間
の
集

大
成
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
大
会
だ
け
あ
り
、

一
投
一
打
に
「
魂
」
が
宿
り
、
そ
の
「
白
熱

の
好
ゲ
ー
ム
の
数
々
」
が
会
場
に
訪
れ
た
多

く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
た
。

　

熱
戦
・
激
闘
を
勝
ち
上
が
り
、
ベ
ス
ト
４

に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
九
州
産
業
大
学

付
属
九
州
高
等
学
校
（
福
岡
）、
啓
新
高
等

学
校
（
福
井
）、
広
島
県
立
御
調
高
等
学
校

（
広
島
）、
長
崎
県
立
大
村
工
業
高
等
学
校

（
長
崎
）。
高
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
お

い
て
「
全
国
の
上
位
常
連
」
と
さ
れ
る
強
豪

校
が
い
ず
れ
も
勝
ち
残
り
、大
会
最
終
日「
最

後
の
決
戦
」
に
挑
ん
だ
。

◎第59回全日本高等学校男子選手権大会◎
令和６年７月28日（日）～31日（水）長崎県大村市／大村市総合運動公園広場

記録提供：長崎県協会記録委員会

14 年ぶり３回目の

歓喜！
14年ぶり３回目の14 年ぶり３回目の

歓喜！歓喜！

灼熱の太陽の下、激戦を展開！

九州産業大学付属
九州高等学校（福岡）
九州産業大学付属九州産業大学付属
九州高等学校九州高等学校（福岡）（福岡）
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〈準決勝〉　啓新高等学校　２－３　九州産業大学付属九州高等学校

《決勝》　御調高等学校　３－４　九州産業大付属九州高等学校

〈準決勝〉　御調高等学校　５－０　大村工業高等学校

　初回に２点を先取された九産大九州は２回裏、こ
の回先頭の４番・大神陸翔がセンターへ追撃のソロ
ホームラン！ エース自らのバットで１点を返すと、
５回裏にも内野安打、ワイルドピッチ、２つの四球
で二死ながら満塁と攻め立て、５番・吉田駆流が
レフトオーバーのタイムリーツーベース! ! 二者を還
し、３－２と逆転に成功した。
　守っては、「サウスポーのエース」大神陸翔が立
ち上がりこそ失点したものの、２回以降は得点を許
すことなく被安打３・奪三振10の投球内容で完投勝
利。接戦をモノにし、12年ぶりの決勝へ駒を進めた。

　試合が動いたのは３回表、御調が二死一・二塁か
ら２番・藤原桜大の右中間へのスリーランホーム
ランで３点を先取。主導権を握ったかに見えたが、
その裏、九産大九州も二死二・三塁から５番・吉田
駆流が負けじと３点本塁打を打ち返し、すぐに同点
に追いついた。
　３－３のまま迎えた５回裏、九産大九州は二死走
者なしから４番・大神陸翔が「初球」を思い切って
振り抜き、センターへ「会心の当たり」のソロホー
ムラン！ 投打の大黒柱が値千金の「２試合連続ア
ーチ」を叩き込み、４－３と勝ち越しに成功した。
　投げては、その勝ち越し弾を放ったエース・大神
陸翔が自らの真骨頂でもある「気迫溢れるピッチン
グ」で相手打線に立ち向かい、先制の一発を許し
はしたが、この決勝も被安打３・奪三振14の熱投。
そのまま優勝を飾り、歓喜が爆発!! 14年ぶり３回目
の「インターハイチャンピオン」に輝いた。

　先攻の御調は初回、一死二塁から３番・宮前弥莉
唯が右中間へタイムリースリーベースを放ち、１点
を先制。３回表にも２番・藤原桜大にソロホームラ
ンが飛び出し、２点目を加えると、７回表には再び
２番・藤原桜大のタイムリーと相手投手の制球の乱
れに乗じて決定的な３点を追加。地元優勝へ意気込
む常勝・大村工業を相手に着々と得点を重ね、終わ
ってみれば５－０の快勝！ 初の「インターハイ単
独優勝」へ「王手」をかけた。

大会トーナメント表、全試合イニングスコアは
日本協会オフィシャルサイトで！

九
産
大
九
州
・
大
神
陸
翔
は
今
大
会
投
打
に
活
躍
！

大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
出
さ
れ
た

http://www.softball.or.jp/game/h_school_boy/tournament2024/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
７
月
21
日
（
日
）
～
25
日

（
木
）、
長
崎
県
大
村
市
・
大
村
市
総
合
運
動

公
園
広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
全
国
各
都
道
府
県
の
代
表
48
チ

ー
ム
が
集
い
、「
高
校
女
子
日
本
一
」
の
座

を
か
け
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

  

大
会
初
日
は
１
回
戦
16
試
合
、
２
日
目
は

２
回
戦
16
試
合
、
３
日
目
は
３
回
戦
８
試

合
・
準
々
決
勝
４
試
合
の
計
12
試
合
、
最
終

日
に
準
決
勝
２
試
合
・
決
勝
１
試
合
の
計
３

試
合
が
灼
熱
の
太
陽
の
も
と
、
実
施
さ
れ
た
。

　

「
危
険
な
暑
さ
」
の
中
で
の
大
会
と
な
り
、

「
熱
中
症
対
策
」
と
し
て
ベ
ン
チ
裏
に
は
ミ

ス
ト
扇
風
機
が
設
置
さ
れ
、
４
回
終
了
時
に

「
給
水
タ
イ
ム
」
を
設
け
、
守
備
に
つ
く
時

間
が
一
定
時
間
を
超
え
た
場
合
に
も
、
守
備

側
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
「
給
水
タ
イ
ム
」

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
等
、
様
々
な
方
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

大
会
は
「
春
・
夏
連
覇
」
を
狙
う
多
治
見

西
高
等
学
校
（
岐
阜
）、
昨
年
準
優
勝
の
神

村
学
園
高
等
部（
鹿
児
島
）、上
位
進
出
の「
常

連
」
佐
賀
女
子
短
期
大
学
付
属
佐
賀
女
子
高

等
学
校
（
佐
賀
）、
本
大
会
28
年
ぶ
り
の
出

場
で
東
北
勢
と
し
て
は
「
初
」
の
ベ
ス
ト
４

進
出
を
果
た
し
た
岩
手
県
立
花
巻
南
高
等
学

校
（
岩
手
）
の
４
校
が
最
終
日
の
準
決
勝
に

駒
を
進
め
、「
日
本
一
」
を
か
け
た
「
最
後

の
決
戦
」
に
臨
ん
だ
。

第76回全日本高等学校女子選手権大会
令和６年７月21日（日）～25日（木）　長崎県大村市／大村市総合運動公園広場

記録提供：長崎県協会記録委員会

10年ぶり４回目の優勝
神村学園高等部（鹿児島）

大会ＭＶＰ・勝山美桜
（神村学園高等部）

優秀選手・知野見桃子
（多治見西高等学校）
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　神村・勝山美桜、多治見西・知野見桃子、両投手が一歩も譲らぬ投げ
合いを展開。両チーム得点できず、０－０のまま、試合は延長タイブレ
ークに突入した。８回表、神村はタイブレークの走者を確実に犠打で三
塁へ進め、9番・藤田莉心が粘った末の8球目、ピッチャー前に転がし、
三塁走者が判断良く本塁を陥れ、待望の先取点を挙げた。
　その裏、多治見西は2番・別府柚良のレフト前ヒット、盗塁で一死二・
三塁の「一打逆転サヨナラ」の場面を作ったが、後続が見逃し三振、ピ
ッチャーゴロに倒れ、無得点。熱戦に終止符が打たれ、神村が10年ぶ
り４回目の優勝を飾った。
　この試合を戦った神村・有住隆監督と多治見西・上松美香子監督は

「実のご兄弟（姉弟）」、史上初の「兄弟対決」は白熱の好ゲーム、息詰
まる投手戦を演じ、「弟」が「姉」を破り、チームとしては10年ぶり４
回目の栄冠。有住監督は、春の全国高校選抜で「初」の「全国制覇」を
成し遂げた姉・上松監督に続き、自身初の「全国制覇」「インターハイ
優勝」に辿り着いた。

〈準決勝〉
岩手県立花巻南高等学校 ０－２ 多治見西高等学校

　春・夏連覇を狙う多治見西は３回裏、四球で出塁した走者を手堅く犠
打で二塁へ進め、１番・渡辺華奈が右越適時三塁打。「Ｕ18日本代表」に
も選出されている「キャプテン」の一打で先手を取った。１点をリードし
て迎えた終盤６回裏には、１番・渡辺華奈が四球で出塁すると、すかさず
盗塁。次打者のピッチャーゴロの間に三塁へ進み、３番・久野日奈多が
センターへ犠牲フライを打ち上げ、三塁走者が還り、ダメ押しの２点目。
　守っては、こちらも「Ｕ18日本代表」に選出されている「エース」知野
見桃子が見事なピッチングで完封。「春・夏連覇」に王手をかけた。

《決勝》
神村学園高等部 １－０ 多治見西高等学校

〈準決勝〉
佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校 ２－３ 神村学園高等部

  佐賀女子は３回表に先手を取ったが、神村が５回裏に逆転。最終回、佐賀女
子が２－２の同点に追いつき、試合は延長タイブレークへともつれ込んだ。
　佐賀女子は８回表、タイブレークの走者を犠打で三塁へ進めたが、後続な
く無得点。その裏、神村は故意四球、犠打野選で無死満塁と攻め立て、２番・
中村あづきがセンター前に落とす劇的なサヨナラ安打。佐賀女子を３－２で振
り切り、２年連続となる決勝進出を決めた。
　佐賀女子は太陽光が目に入る不運な安打から同点に追いつかれ、そこから
逆転を許し、最終回、同点に追いつく粘りを見せたが……準決勝で力尽きた。劇的サヨナラで神村が決勝へ

先制三塁打を放った
多治見西・渡辺華奈

神村、10年ぶりの頂点へ！

大会結果の詳報、準決勝・決勝のイニングスコア等は　日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで！

http://www.softball.or.jp/game/h_school_girl/tournament2024/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
８
月
３
日
（
土
）
〜
６
日

（
火
）、
埼
玉
県
戸
田
市
／
彩
湖
・
道
満
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
全
国
各
都
道
府
県
の
代
表
48
チ

ー
ム
が
集
い
、「
小
学
生
男
子
日
本
一
」
の

座
を
か
け
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

大
会
初
日
は
１
回
戦
16
試
合
、
２
日
目
は

２
回
戦
16
試
合
、
３
日
目
は
３
回
戦
８
試

合
・
準
々
決
勝
４
試
合
の
計
12
試
合
、
最
終

日
に
準
決
勝
２
試
合
・
決
勝
１
試
合
の
計
３

試
合
が
容
赦
な
く
照
り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
、

実
施
さ
れ
た
。

　

酷
暑
の
中
で
の
大
会
と
な
り
、「
熱
中
症

対
策
」
と
し
て
会
場
出
入
口
に
は
ミ
ス
ト
シ

ャ
ワ
ー
が
設
置
さ
れ
、
２
回
、
４
回
、
６
回

終
了
時
に
「
給
水
タ
イ
ム
」
を
設
け
、
守
備

に
つ
く
時
間
が
20
分
を
超
え
た
場
合
に
も
、

「
給
水
タ
イ
ム
」
を
と
る
等
、
万
全
の
体
制

を
敷
き
、
試
合
が
行
わ
れ
た
。

　

今
大
会
は
「
西
高
東
低
」
と
な
り
、
ベ
ス

ト
８
に
勝
ち
進
ん
だ
８
チ
ー
ム
の
う
ち
７
チ

ー
ム
が「
西
日
本
勢
」。
ベ
ス
ト
４
も
鹿
児
島

代
表
の
西
谷
山
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
広
島
県
代
表
の
中
央
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、

二
川
ジ
ュ
ニ
ア
、
福
岡
県
代
表
の
釜
蓋
ジ
ュ

ニ
ア
ソ
フ
ト
の
４
チ
ー
ム
が
勝
ち
上
が
り
、

「
西
日
本
勢
」
が
独
占
。
最
終
日
の
準
決
勝
・

決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

第38回全日本小学生男子大会
令和６年８月３日（土）〜６日（火）　埼玉県戸田市／彩湖・道満グリーンパークソフトボール場

記録提供：埼玉県協会記録委員会

初の栄冠に輝く！
二川ジュニア（広島）二川ジュニア（広島）二川ジュニア（広島）

優秀選手・前村洋星
（西谷山ソフトボールスポーツ少年団）

大会MVP・吉井龍之介
（二川ジュニア）

優秀選手・前村洋星優秀選手・前村洋星
（西谷山ソフトボールスポーツ少年団）（西谷山ソフトボールスポーツ少年団）

大会MVP・吉井龍之介大会MVP・吉井龍之介
（二川ジュニア）（二川ジュニア）
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〈準決勝〉
二川ジュニア ３−０ 釜蓋ジュニアソフト

《決勝》
二川ジュニア ３−０ 西谷山ソフトボールスポーツ少年団

決勝戦ダイジェスト動画はこちらから 大会結果の詳報、準決勝・決勝のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで！

  西谷山・前村洋星、中央ファイターズ・河野優輝、両投手が好投し、
息詰まる投手戦を展開。両チーム無得点で迎えた６回表、西谷山はこ
の回先頭の２番・前村洋星が四球を選び、出塁。３番・前野瑛太の三
遊間を破る安打で無死一・二塁とし、手堅く犠打で走者を二・三塁へ
進めた後、５番・大浦陽喜のセカンドゴロがフィルダースチョイスと
なり、三塁走者が生還。結局、この１点が決勝点となった。
　守っては、「エース」前村洋星が被安打１・奪三振10の力投。６回
終了時点で制限時間を超え、１−０で勝利を収め、決勝進出を決めた。

　先攻の二川ジュニアは初回、二死走者なしから３番・清末稜真のライ
ト線への三塁打、４番・吉井龍之介の三遊間を抜くタイムリーで先取点
を挙げた。５回表にも、二死走者なしから四球、盗塁、３番・清末稜真、
４番・吉井龍之介の長短打で２点を追加。３−０とリードを広げた。
　守っては、「エース」清末稜真が好投。投球数96、奪三振13、内野ゴ
ロ８で外野に打球を飛ばすことすら許さず、四球・失策で走者を出した
ものの、ノーヒット・ノーランを達成！　投打に大活躍を見せ、３−０
の完封勝ちで決勝戦へ駒を進めた。

　両チーム無得点で迎えた４回表、二川ジュニアはこの回先頭の４番・
吉井龍之介が三遊間を抜く安打で出塁すると、ワイルドピッチと次打者の
内野ゴロの間に三塁まで進塁。続く６番・永野太一への４球目が痛恨の
ワイルドピッチとなり、三塁走者が還り、二川ジュニアが先取点を挙げた。
二川ジュニアは６回表にも一死から４番・吉井龍之介が四球で出塁する
と、すかさず盗塁。５番・清末稜真のセカンドゴロで一塁アウトとなる間に、
二塁走者・吉井龍之介が一気にホームイン！　相手守備陣の一瞬の隙を
見逃さず、好判断・好走塁で本塁を陥れ、貴重な追加点を挙げた。
　こうなると試合は二川ジュニアのペース。準決勝でノーヒット・ノー

ランを達成した好投手・清末稜真が、この試合も快投乱麻のピッチング！　６回ツーアウトまで一人の走者
も許さぬパーフェクトピッチングを続け、四球の走者を出し、「完全試合」はなくなったものの、試合終了
まで「安打」を許すことなく、２試合連続のノーヒット・ノーランを達成!!　投球数88、奪三振９、内野ゴ
ロ７、内野フライ２、外野フライ３、四球の走者を一人許したのみの完璧な投球内容で準決勝・決勝２試合
連続ノーヒット・ノーランの大記録を成し遂げ、チームの初優勝に大きく貢献した。

〈準決勝〉
西谷山ソフトボールスポーツ少年団 １−０ 中央ファイターズ

白
熱
の
好
ゲ
ー
ム
を
展
開

２
試
合
連
続
ノ
ー
・
ノ
ー
！

投
打
に
活
躍
！ 

清
末
稜
真

清
末
稜
真

http://www.softball.or.jp/game/primary_school_boy/tournament2024/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=sdAbxB07I4Y
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
８
月
11
日
（
日
）
〜
13
日

（
火
）、
福
岡
県
福
岡
市
／
雁
の
巣
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
全
国
各
都
道
府
県
の
代
表
24
チ

ー
ム
が
集
結
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

大
会
初
日
は
４
会
場
で
１
回
戦
８
試
合
・

２
回
戦
８
試
合
の
計
16
試
合
、
２
日
目
は
準

々
決
勝
４
試
合
・
準
決
勝
２
試
合
の
計
６
試

合
、
最
終
日
に
決
勝
１
試
合
が
行
わ
れ
た
。

　

灼
熱
の
猛
暑
の
中
で
の
大
会
と
な
り
、「
熱

中
症
対
策
」
と
し
て
、
２
回
、
４
回
、
６
回

終
了
時
に
「
給
水
タ
イ
ム
」
を
設
け
、
守
備

に
つ
く
時
間
が
20
分
を
超
え
た
場
合
に
も
、

「
給
水
タ
イ
ム
」
を
取
る
等
、
対
策
を
講
じ
、

試
合
を
実
施
し
た
。

　

中
学
生
の
全
国
大
会
と
い
え
ば
中
体
連

の
「
全
中
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、

男
子
は
２
０
２
７
年
度
の
大
会
か
ら
実
施

さ
れ
な
い
こ
と
が
決
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
こ
の
「
全
日
本
中
学
生
大
会
」

と
春
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
都
道
府
県
対
抗

全
日
本
中
学
生
大
会
」
の
開
催
意
義
は
よ
り

大
き
な
も
の
と
な
り
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
会
と
な
っ
て
く
る
。

　

ま
ず
は
両
大
会
に
全
国
各
都
道
府
県
の
代

表
が
揃
い
（
今
大
会
参
加
チ
ー
ム
は
24
チ
ー

ム
、
都
道
府
県
対
抗
は
21
チ
ー
ム
）、
開
催

さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第24回全日本中学生男子大会
令和６年８月11日（日）〜13日（火）　福岡県福岡市／雁の巣レクリエーションセンター ソフトボール場

記録提供：福岡県協会記録委員会

５年ぶり２回目の栄冠！

優秀選手・藤野新汰
（新見ジュニアソフトボールクラブ）

優秀選手・藤野新汰優秀選手・藤野新汰
（新見ジュニアソフトボールクラブ）（新見ジュニアソフトボールクラブ）

大会MVP・津田峻弥
（ＦＳＣ／福井県ソフトボールクラブ）

大会MVP・津田峻弥大会MVP・津田峻弥
（ＦＳＣ／福井県ソフトボールクラブ）（ＦＳＣ／福井県ソフトボールクラブ）

ＦＳＣＦＳＣＦＳＣ
（福井県ソフトボールクラブ／福井）（福井県ソフトボールクラブ／福井）（福井県ソフトボールクラブ／福井）
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〈準決勝〉
愛知PHOENIX Ｓ.Ｂ.Ｃ １−５ 新見ジュニアソフトボールクラブ

《決勝》
FSC（福井県ソフトボールクラブ） ８−１ 新見ジュニアソフトボールクラブ（5回得点差コールド）

決勝戦ダイジェスト動画はこちらから 大会結果の詳報、準決勝・決勝のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで！

  先攻のFSCは初回、２番・松村伊晟、３番・津田峻弥の長短打とワ
イルドピッチで先取点を挙げ、続く2回表には８番・北川陽にツーラ
ンホームラン（ランニングホームラン）が飛び出し、２点を追加。3
回表には４本の長短打を集め、３点を加え、着々とリードを広げた。
　一方、熊本オールスターズは４回裏、相手守備の乱れに乗じて１点
を返し、５回裏にも連続四球、ワイルドピッチ等で一死二・三塁の反
撃機をつかみ、３番・天川達陽の犠牲フライ等で２点を返し、反撃ム
ードが高まったところで無念の時間切れ。決勝進出はならなかった。

　後攻の新見ジュニアは初回、１番・中山丈琉がセカンド内野安打で出塁し、
相手守備の乱れから先取点を挙げ、４番・藤野新汰、５番・後藤大輝の連打
で1点を追加。初回に２点を先制した。
　一方、愛知PHOENIXは５回表、四球、犠打等で二死二塁とし、１番・首藤
康之介の中越適時二塁打で１点を返し、１点差に詰め寄った。
　1点差に追い上げられた新見ジュニアはその裏、相手守備の乱れと３番・井
上大輔のタイムリー等で決定的な３点を追加。愛知PHOENIXを突き放し、こ
のリードを「エース」藤野新汰が守り切り、決勝進出を決めた。

　先攻のFSCは初回、１番・西野那詰、２番・松村伊晟の連打とパスボールで無死二・三塁の先制のチャン
スをつかみ、３番・津田峻弥の一・二塁間を抜くタイムリーでまず２点を先制。本塁への送球の間に打者走者
が三塁へ進塁し、４番・西岡偉琉の二遊間を抜くタイムリーで三塁走者が還り、３点目。５番・酢谷椋太の右
中間への安打で無死一・三塁とし、盗塁、パスボールで４点目を挙げた後、６番・猿橋賢人にレフトスタンド
へ運ぶツーランホームランが飛び出し、怒涛の６連続長
短打で６点を奪う猛攻！　初回で勝負を決めてしまった。
　新見ジュニアも「意地」を見せ、３回裏、一死一・二
塁の反撃機を作り、３番・井上大輔の適時二塁打で１点
を返したが反撃もここまで。
　その直後の４回表、パスボールとバント安打等で２点
を奪われ、８−１と７点差をつけられ、４回裏、５回裏
と得点を挙げることができず、大会規程により５回得点
差コールドが成立。FSCが５年ぶり２回目の優勝に輝い
た。

〈準決勝〉
FSC（福井県ソフトボールクラブ）  ６−３ 熊本オールスターズ（５回時間切れコールド）

FSC、決勝進出

愛知PHOENIXは準決勝敗退

FSCが初回から怒涛の攻撃を見せ、５年ぶりの優勝

http://www.softball.or.jp/game/jh_school_boy/tournament2024/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=nKiaKmS4Ntw
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
８
月
10
日
（
土
）
〜
12
日

（
月
・
祝
）、
大
阪
府
堺
市
／
み
な
と
堺
グ

リ
ー
ン
広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
全
国
各
都
道
府
県
の
代
表
48
チ

ー
ム
が
集
結
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

  

大
会
初
日
は
８
面
を
使
用
し
、
１
回
戦
16

試
合
・
２
回
戦
16
試
合
の
計
32
試
合
、
２
日

目
は
３
回
戦
８
試
合
・
準
々
決
勝
４
試
合
の

計
12
試
合
、
最
終
日
に
準
決
勝
２
試
合
・
決

勝
１
試
合
の
計
３
試
合
が
実
施
さ
れ
た
。

　

厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
大
会
と
な
り
、「
熱

中
症
対
策
」
と
し
て
、
２
回
、
４
回
、
６
回

終
了
時
に
「
給
水
タ
イ
ム
」
を
設
け
、
守
備

に
つ
く
時
間
が
20
分
を
超
え
た
場
合
に
も
、

「
給
水
タ
イ
ム
」を
取
り
、試
合
が
行
わ
れ
た
。

　

中
学
生
の
全
国
大
会
と
い
え
ば
中
体
連
の

「
全
中
」
こ
そ
「
最
高
峰
の
大
会
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
近
年
は
各
チ
ー

ム
の
「
ク
ラ
ブ
化
」
が
進
み
、
女
子
Ｕ
18
日

本
代
表
選
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
て
も
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
学
時
代
「
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
」
で
プ
レ
イ
し
、
こ
の
大
会
に
出
場
し
て

い
る
選
手
ば
か
り
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

は
い
え
、
今
後
、
部
活
動
の
地
域
移
行
や
中

体
連
の
全
国
大
会
の
実
施
種
目
削
減
（
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
そ
の
実
施
種
目
か
ら
外
さ

れ
て
し
ま
っ
た
）
の
方
向
性
を
見
る
限
り
、

中
学
生
チ
ー
ム
の
「
ク
ラ
ブ
化
」
は
ま
す
ま

す
加
速
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

第24回全日本中学生女子大会
令和６年８月10日（土）〜12日（月・祝）　大阪府堺市／みなと堺グリーン広場

記録提供：大阪府協会記録委員会

３年ぶり３回目の優勝！

優秀選手・田中亜胡
（フェアリー大阪）
優秀選手・田中亜胡優秀選手・田中亜胡
（フェアリー大阪）（フェアリー大阪）

大会MVP・伊藤綸華
（AICHI DREAM RUSH）

大会MVP・伊藤綸華大会MVP・伊藤綸華
（AICHI DREAM RUSH）（AICHI DREAM RUSH）

AICHI DREAM RUSH（愛知）AICHI DREAM RUSH（愛知）AICHI DREAM RUSH（愛知）
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〈準決勝〉
諫早シャイニングガールズ １−３ AICHI DREAM RUSH（５回時間切れコールド）

《決勝》
AICHI DREAM RUSH ６−０ フェアリー大阪

決勝戦ダイジェスト動画はこちらから 大会結果の詳報、準決勝・決勝のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで！

  後攻のフェアリー大阪は初回、１番・藤井愛夢がいきなりの先頭打者ホーム
ラン！　さらに２番・曽我菜月のバント安打とワイルドピッチで得点圏に走者
を進め、二死後、５番・奥須賀愛実が三遊間を破るタイムリーを放ち、この
回２点を先制。続く２回裏にも３番・田中亜胡の適時内野安打で１点を追加し、
３点のリードを奪い、有利に試合を進めた。
　一方、埼玉レッドスティードは３回表、相手投手の制球難につけ込み、５四
球を選び、押し出しで２点を返し、４回表にも一死二・三塁の一打逆転のチャ
ンスを作ったが得点なく、その裏、逆に追加点を奪われ、惜しくも敗れた。

　先攻の諫早シャイニングガールズは初回、先頭打者が安打で出塁したもの
の、離塁アウト。連続四球で一死一・二塁とした後、４番・松尾知香子の左
越適時二塁打で先取点を挙げた。
　AICHI DREAM RUSHはその裏、1番・伊藤綸華が四球で出塁し、すかさず
盗塁。次打者のセカンドゴロで三塁へ進塁した後、３番・西田唯称の二遊間を
抜くタイムリーで１−１の同点に追いついた。続く２回裏には、二死走者なしか
ら１番・伊藤綸華がレフト線を抜くランニングホームラン！　１点を勝ち越し、
４回裏にも３番・西田唯称のタイムリーで１点を加え、３−１で勝利を収めた。

　AICHI DREAM RUSHは３回表、連続四球、犠打で一死二・三塁の先制機をつかみ、２番・濱沙杏花
の叩きつけた打球が懸命に差し出したピッチャーのグラブをはじき、ショートの前に転がる間に三塁走
者が生還。先取点を挙げた。なお二死三塁のチャンスが続き、３番・西田唯称は空振り三振……と思わ
れたが、これが三振振り逃げ（記録は空振り三振とワイルドピッチ）となり、２点目を挙げた。AICHI 
DREAM RUSHが２点をリードして迎えた６回表には、
相手投手の制球が乱れ、１イニング６四球。ワイルドピ
ッチ、押し出しの四球等、大荒れのピッチングとなり、
２番・濱沙杏花の勝利を決定づけるタイムリーもあり、
この回大量４点を挙げ、６−０と大差をつけた。
　守っては、先発・伊藤綸華が好投。懸命に反撃を試み
るフェアリー大阪打線をわずか３安打に抑え込み、最終
回の二死満塁のピンチも最後の打者をセンターフライに
打ち取り、見事な完封。６−０で勝利を収め、３年ぶり
３回目の優勝を手にした。

〈準決勝〉
埼玉レッドスティード ２−４ フェアリー大阪（６回時間切れコールド）

フ
ェ
ア
リ
ー
大
阪
、
決
勝
へ

ADRが逆転で決勝進出

投打に大活躍で優勝に貢献！
ADR・伊藤綸華（左）と西田唯称

http://www.softball.or.jp/game/jh_school_girl/tournament2024/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=ddMJSYkmfRg
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“
第
70
回
”
の
歴
史
・
伝
統
を
誇
る
「
全

日
本
教
員
大
会
」
は
、
７
月
27
日
（
土
）
〜

29
日
（
月
）
の
３
日
間
、
香
川
県
丸
亀
市
／

土
器
川
公
園
河
川
敷
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

昭
和
30
年
「
全
日
本
総
合
大
会
」
と
し
て

第
１
回
が
開
催
さ
れ
た
本
大
会
は
、
第
10
回

大
会
開
催
時
「
全
日
本
教
員
選
手
権
大
会
」

へ
大
会
名
を
改
称
。
平
成
29
年
第
63
回
大
会

か
ら
使
用
球
が
ゴ
ム
ボ
ー
ル
に
変
更
さ
れ
、

大
会
の
位
置
づ
け
も
競
技
部
門
か
ら
生
涯
部

門
へ
移
り
変
わ
る
こ
と
に
。
そ
し
て
今
年
度

（
令
和
６
年
度
）、「
全
日
本
教
員
大
会
」
へ

と
そ
の
名
を
改
め
る
形
に
な
っ
た
。

　

節
目
と
な
っ
た
今
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
勝

ち
残
っ
た
の
は
、
３
連
覇
を
狙
う
高
知
教
員

ク
ラ
ブ
（
高
知
）
を
は
じ
め
、
名
古
屋
教

員
ク
ラ
ブ
（
愛
知
）、
滋
賀
教
員
ア
ナ
ナ
ス

（
滋
賀
）、
サ
ン
セ
ッ
ト
糸
島
（
福
岡
）。
そ

れ
ぞ
れ
が
大
会
最
終
日
、
教
員
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
「
日
本
一
」
の
座
を
か
け
て
「
最
後
の
戦

い
」
に
臨
ん
だ
。

教員大会も「70回」の節目に

名古屋教員クラブ（愛知）名古屋教員クラブ名古屋教員クラブ（愛知）（愛知）

３年ぶり５回目の優勝！３年ぶり５回目の３年ぶり５回目の優勝！優勝！

●第70回全日本教員大会●
令和６年７月27日（土）〜29日（月）香川県丸亀市／土器川公園河川敷ソフトボール場

記録提供：香川県協会記録委員会
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「
投
打
の
大
黒
柱
」
と
し
て
奮
闘
し
た

伊
藤
元
晴
が
「
大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
」
に
！

〈準決勝〉　名古屋教員クラブ　４−０　高知教員クラブ
　名古屋教員は２回表、一死から６番・諏訪直哉が
右中間へ二塁打。二死後、三盗を成功させると、８
番・松島佳祐のタイムリーで生還し、１点を先取。
１点リードのまま迎えた５回表には、先制点を叩き
出した８番・松島佳祐の二遊間安打を足場に、犠打
失策、１番・長谷川裕人、３番・伊藤元晴の適時打
等で大きな３点を加え、勝利をグッと引き寄せた。
　守っては、先発・伊藤元晴が高知教員打線に６
安打されながらも、決定打を許さない「粘りのピッ
チング」を展開。最後は大会規程による６回時間切
れで４−０の完封勝利を収め、決勝進出を決めた。

　先攻の名古屋教員は初回、一死から２番・渡邊康平、
３番・伊藤元晴の連続ツーベースで早々と１点を先制。
３回表にも１番・長谷川裕人の内野安打を口火に３番・
伊藤元晴、４番・堀部拓馬の長短打等で３点を加え、リ
ードを広げると、５回表には８番・日下啓雄のタイムリ
ーツーベースを含む４安打を浴びせ２点、６回表にも相
手守備の乱れに乗じて１点を追加。着実に得点を重ねた。
　投げては、連投のエース・伊藤元晴が滋賀教員打線に
３点を返されはしたものの、大量リードにも守られ、７
−３で勝利！ 今大会「49点」を奪った「自慢の攻撃力」
を決勝でも見せつけ、３年ぶり５回目の優勝をつかんだ。

〈準決勝〉　サンセット糸島　４−７　滋賀教員アナナス
　両チーム無得点で迎えた３回裏、滋賀教員は相
手投手の制球の乱れにつけ込み、５番・中瀬大希
のツーランホームラン、８番・洲崎力哉のタイム
リー等で３点を先制。その後サンセット糸島の反
撃を受けながら、４回裏にも６番・大橋良平、７番・
吉田昌平の連続タイムリー等で３点、５回裏には
９番・西村友佑、１番・安居新の長短打で１点を
追加してリードを保ち、激しい打撃戦は最終的に
６回終了時点で時間切れとなり、７−４で滋賀教
員アナナスが勝利。決勝へ駒を進めることになっ
た。

《決勝》　名古屋教員クラブ　７−３　滋賀教員アナナス

大会トーナメント表、全試合イニングスコア、決勝戦ダイジェストは

日本協会オフィシャルサイトで！

http://www.softball.or.jp/life/teacher/tournament2024/tournament.html


（28）第 476 号　 2024年（令和６年）9月10日

　

７
月
20
日
（
土
）、
第
45
回
全
日
本
ク
ラ

ブ
男
子
・
女
子
選
手
権
大
会
の
開
催
を
皮
切

り
に
、
各
種
別
・
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
の
「
全

日
本
大
会
」（
全
国
大
会
）
が
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
の
夏
は
「
猛
烈
な
暑
さ
」
の
中
で
の

大
会
開
催
と
な
っ
て
お
り
、
生
命
に
関
わ
る

「
危
険
な
暑
さ
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
。

　

そ
の
中
で
、「
熱
中
症
対
策
」
に
細
心
の

注
意
を
払
い
、
万
全
の
体
制
を
整
え
る
べ
く

全
国
各
地
の
開
催
地
の
皆
さ
ん
が
努
力
を
続

け
て
く
れ
て
い
る
。

　

大
会
に
臨
む
選
手
・
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
も

「
日
本
一
」
の
座
を
め
ざ
し
、
全
力
の
戦
い

を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
会
を
支

え
る
審
判
員
・
記
録
員
の
皆
さ
ん
、
大
会
運

営
を
支
え
て
く
れ
る
皆
さ
ん
が
い
て
く
れ
る

か
ら
こ
そ
滞
り
な
く
大
会
が
運
営
さ
れ
、
成

り
立
っ
て
い
る
…
…
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

ほ
し
く
な
い
。

　

こ
れ
だ
け
の
暑
さ
が
続
く
と
、
今
後
、
大

会
の
開
催
時
期
の
検
討
や
試
合
開
始
時
間
を

早
朝
や
夜
間
に
設
定
す
る
等
の
措
置
も
検
討

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
、
現
行

の
大
会
で
も
、
２
回
、
４
回
、
６
回
終
了
時

に
給
水
タ
イ
ム
を
取
り
、
攻
撃
が
20
分
を
超

え
た
場
合
に
も
試
合
を
止
め
、
給
水
タ
イ
ム

を
取
る
等
の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
夏
の
全
日
本
大
会
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
感
謝

を
込
め
、
そ
の
奮
闘
ぶ
り
を
お
伝
え
す
る
。

酷暑の中…大会を支えてくださった皆さんに感謝



（29） 第 476 号 ＪＳＡソフトボール 2024年（令和６年）9月10日

第45回全日本クラブ男子・女子選手権大会

第64回全日本実業団男子・女子選手権大会

第76回全日本高等学校女子選手権大会

第59回全日本高等学校男子選手権大会



（30）第 476 号　 2024年（令和６年）9月10日

第70回全日本教員大会

第38回全日本小学生男子大会

第24回全日本中学生男子・女子大会

大会を支えてくださったすべての皆さんに

感謝を！



（31） 第 476 号 ＪＳＡソフトボール 2024年（令和６年）9月10日

　

審
議
に
先
立
ち
、
本
理
事
会
は
会
場
集
合

方
式
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
の
併
用
と
し
、
出
席

者
が
一
堂
に
会
す
る
の
と
同
等
に
適
時
・
的

確
な
意
見
表
明
が
互
い
に
で
き
る
状
態
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
理
事
25
名
中
出
席

22
名
（
欠
席
３
名
）、
監
事
出
席
３
名
で
定

款
第
36
条
に
基
づ
き
本
理
事
会
は
成
立
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

●
審
議
事
項

第
１
号
〜
第
３
号
議
案

常
務
理
事
、
各
本
部
長
、
副
本
部
長
、

担
当
理
事
、
各
専
門
正
副
委
員
長
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
事
業
統
括
、
事
業

運
営
、
企
画
推
進
、
普
及
、
国
際
、
選
手
強

化
各
本
部
の
体
制
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
、
各
本
部
長
よ
り
就
任
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

第
４
号
議
案

Ｌ
Ａ
28
五
輪
特
別
組
織
の

設
置
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
Ｌ
Ａ
28
五
輪
へ
向

け
て
「
特
別
組
織
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

●
令
和
６
年
度
第
４
回
理
事
会
議
事
録
●

期
日
：
令
和
６
年
６
月
23
日
（
日
）

　
　
　

13
：
00
～
14
：
30

場
所
：�

東
京
都
新
宿
区
／
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ

Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
会
議
方
式
併
用

理
事
現
在
数
：
25
名

出
席
理
事
：
22
名

欠
席
理
事
：
３
名

出
席
監
事
：
３
名

議
長
：
会
長　

牧
島
か
れ
ん



（32）第 476 号　 2024年（令和６年）9月10日

第
５
号
議
案

各
国
際
大
会
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
令
和
６
年
度
に
開

催
さ
れ
る
各
国
際
大
会
の
派
遣
ス
タ
ッ
フ
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
提
案
さ
れ
た
。

（
１
）
第
17
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　
　

フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

①
派
遣
期
間
：
７
月
10
日
〜
24
日

②
派
遣
場
所
：
イ
タ
リ
ア

（
２
）
第
15
回
女
子
Ｕ
18

　
　
　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　
　

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ

①
派
遣
期
間
：
８
月
７
日
〜
19
日

※
８
月
７
日
〜
11
日
／
高
知
県
高
知
市
で
の

直
前
合
宿
を
含
む
。

②
派
遣
場
所
：
中
国

（
３
）
第
18
回
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　
　

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ

①
派
遣
期
間
：
９
月
12
日
〜
24
日

②
派
遣
場
所
：
ア
メ
リ
カ

（
４
）
第
４
回
女
子
大
学

　
　
　

ア
ジ
ア
カ
ッ
プ

①
派
遣
期
間
：
10
月
11
日
〜
20
日

②
派
遣
場
所
：
台
湾

　

以
上
の
大
会
に
つ
い
て
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ

等
の
詳
細
が
提
案
さ
れ
、（
４
）
の
「
第
４

回
女
子
大
学
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
、

実
質
ス
タ
ッ
フ
４
名
で
は
厳
し
く
、
生
活
支

援
・
現
場
指
導
・
日
本
協
会
へ
の
報
告
等
、

多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
こ
な
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
兼
務
は
厳
し
く
、
派

遣
ス
タ
ッ
フ
を
１
名
追
加
し
、
せ
め
て
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
と
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
業
務
を
分

け
る
こ
と
、
役
割
分
担
を
行
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
・
要
望
が
出

さ
れ
、
本
日
す
ぐ
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、（
１
）
の
「
第
17
回
女
子
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
」
に
つ
い

て
、
事
務
局
か
ら
３
名
も
の
派
遣
を
行
う
の

は
、
事
務
局
の
人
手
が
不
足
し
て
い
る
現
況

を
鑑
み
る
と
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
派
遣
さ
れ
る
立
場
・
役
割
も
違
い
、
今
大

会
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
国
際
的
な
日
本
協

会
の
立
場
や
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
、
特

に
「
Ｌ
Ａ
28
五
輪
」
を
見
据
え
た
強
化
を
含

め
た
準
備
を
進
め
て
行
く
上
で
、
事
務
局
長

を
含
め
、
事
務
局
か
ら
３
名
の
派
遣
が
必
要

で
あ
る
と
の
判
断
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、

事
務
局
の
体
制
が
皆
さ
ん
に
不
安
を
感
じ
さ

せ
な
い
状
態
・
状
況
と
す
る
こ
と
。
財
政
面

を
健
全
化
さ
せ
、
赤
字
解
消
を
め
ざ
す
こ
と
。

派
遣
の
成
果
を
し
っ
か
り
と
公
表
す
る
こ
と
。

そ
の
上
で
今
回
の
派
遣
に
つ
い
て
改
め
て
理

解
が
求
め
ら
れ
、（
１
）〜（
３
）に
つ
い
て
は
、

承
認
。（
４
）つ
い
て
は
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

第
６
号
議
案

ミ
ズ
ノ
革
・
ゴ
ム
用
Ｆ
Ｒ
Ｐ
バ
ッ
ト

リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て

　

矢
端
事
務
局
長
よ
り
、
ミ
ズ
ノ
製
バ
ッ
ト

リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て
ミ
ズ
ノ
社
報
告
資
料
を

も
と
に
説
明
さ
れ
た
。

　

日
本
協
会
と
し
て
は
先
日
の
高
野
連
を
参

考
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
情
報
公
開
を
行
う

予
定
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
本
理
事
会

で
の
議
論
・
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、
併
せ
て

ミ
ズ
ノ
さ
ん
と
協
議
・
共
有
し
、
情
報
発

信
・
情
報
公
開
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

※
現
在
、
日
本
協
会
Ｈ
Ｐ
上
で
「
ミ
ズ
ノ
株

式
会
社
製
バ
ッ
ト
の
リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て
」

情
報
公
開
中
。

●
報
告
事
項

　

矢
端
事
務
局
長
よ
り
、
常
務
理
事
会
・
理

事
会
の
後
期
日
程
案
に
つ
い
て
事
前
に
資
料

を
お
送
り
し
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
７

月
３
日
の
常
務
理
事
会
並
び
に
７
日
の
理
事

会
で
諮
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
瀬
戸
山
常
務
理
事
よ
り
、
松
田
選

手
強
化
本
部
長
に
、
数
日
前
に
男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ

代
表
選
手
選
考
結
果
が
メ
ー
ル
で
連
絡
が
き

た
が
、
今
回
の
理
事
会
へ
の
提
案
・
承
認
で

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

役員改選後最初の理事会のあり方について
意見を述べる瀬戸山常務理事（右）

　

併
せ
て
新
体
制
に
な
っ
て
最
初
の
理
事
会

で
あ
り
、
事
務
局
員
全
員
が
出
席
し
、
顔
合

わ
せ
を
行
っ
た
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
の
選
考
結
果
に
つ

い
て
は
、
選
手
の
所
属
先
へ
の
連
絡
及
び
相

談
を
優
先
さ
せ
た
こ
と
、
選
考
の
段
階
で
は

理
事
会
日
程
が
未
確
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

メ
ー
ル
で
の
連
絡
・
承
認
と
し
た
こ
と
が
説

明
さ
れ
、
事
務
局
員
全
員
の
出
席
に
つ
い
て

も
今
後
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

http://www.softball.or.jp/announcement/info_recall.html
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審
議
に
先
立
ち
、
本
理
事
会
は
会
場
集
合

方
式
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
の
併
用
と
し
、
出
席

者
が
一
堂
に
会
す
る
の
と
同
等
に
適
時
・
的

確
な
意
見
表
明
が
互
い
に
で
き
る
状
態
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
理
事
25
名
中
出
席

17
名
（
欠
席
８
名
）、
監
事
出
席
２
名
（
欠

席
１
名
）
で
定
款
第
36
条
に
基
づ
き
本
理
事

会
は
成
立
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

●
審
議
事
項

第
１
号
議
案

各
委
員
会
の
委
員
任
命
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
各
委
員
会
委
員
任
命

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
各
本
部
長
よ
り
新
任

挨
拶
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
補
足
説
明
を

行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
・
説
明
が
あ
り
、
審
議
が

行
わ
れ
、
第
１
号
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

令
和
６
年
度

後
半
期
諸
会
議
に
つ
い
て

　

矢
端
事
務
局
長
よ
り
後
期
会
議
日
程
案
に

つ
い
て
、
前
回
の
常
務
理
事
会
か
ら
「
第
６

回
常
務
理
事
会
」
開
催
日
を
10
月
21
日
か
ら

10
月
28
日
に
変
更
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
は

変
更
な
く
、「
第
10
回
理
事
会
」
並
び
に
「
第

２
回
評
議
員
会
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
つ

い
て
は
継
続
審
議
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、

第
２
号
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

提
案
事
項

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
パ
ワ
ハ
ラ
案
件
に

つ
い
て
弁
護
士
調
査
結
果
を
基
に
「
第
２
回

倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
」
で
審
議

し
た
結
果
、「
処
分
を
行
う
こ
と
は
相
当
で

は
な
い
」
と
判
断
し
、
本
理
事
会
へ
提
案
さ

れ
、
第
３
号
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

大
会
派
遣
役
員
案

　

大
会
派
遣
役
員
に
つ
い
て
、
瀬
戸
山
常
務

理
事
よ
り
、
事
前
に
常
務
理
事
８
名
の
都
合

を
確
認
し
た
上
で
作
成
さ
れ
た
大
会
派
遣
役

員
案
が
説
明
さ
れ
、
第
４
号
議
案
は
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

強
化
戦
略
プ
ラ
ン
並
び
に

Ｌ
Ａ
28
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の

発
足
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
Ｌ
Ａ
28
決
定
後
に

ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

か
ら
「
強
化
戦
略
プ
ラ
ン
」
策
定
の
依
頼
を

受
け
、
作
成
し
た「
強
化
戦
略
プ
ラ
ン（
案
）」

並
び
に
「
五
輪
特
別
組
織
（
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
）」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
次
の
人
事
提

案
が
な
さ
れ
た
。

①
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

矢
端
信
介

②
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
テ
ゴ
リ
ー
）

　

山
田
恵
里

③
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
（
ア
ン
ダ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
）

　

山
本
優

④
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

　

宇
津
木
麗
華

⑤
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
コ
ー
チ

　

上
野
由
岐
子

⑥
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

栗
山
利
宏

⑦
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

　
（
ト
レ
ー
ナ
ー
）

　

※
新
代
表
決
定
後
に
２
名
を
選
任
予
定

⑧
情
報
科
学
ス
タ
ッ
フ

　
（
情
報
収
集
・
分
析
）

　

大
田
穂

　

ル
ー
シ
ー
・
カ
サ
レ
ス

⑨
競
技
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

　

田
河
眞
美

　

す
で
に
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
公
益
財
団
法
人
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
に
て
予
算
化
さ
れ
て

お
り
、
本
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い

と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
矢
端
事
務
局
長
か
ら
次
の
よ
う
な

補
足
説
明
が
な
さ
れ
た
。

●
令
和
６
年
度
第
５
回
理
事
会
議
事
録
●

期
日
：
令
和
６
年
７
月
７
日
（
日
）

　
　
　

13
：
00
～
14
：
25

場
所
：�

東
京
都
新
宿
区
／
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ

Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
会
議
方
式
併
用

理
事
現
在
数
：
25
名

出
席
理
事
：
17
名

欠
席
理
事
：
８
名

出
席
監
事
：
２
名

欠
席
監
事
：
１
名

議
長
：
会
長　

牧
島
か
れ
ん
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①
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
な
る
と
ス
ポ
ー
ツ

庁
か
ら
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
経
由

で
助
成
金
が
下
り
て
く
る
。

②
強
化
戦
略
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
毎
年
更
新

し
た
も
の
を
Ｊ
Ｓ
Ｃ
（
独
立
行
政
法
人
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
、
年
度
末
に
共
同
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
（
面
談
）
が
実
施
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
等

の
代
表
者
に
対
し
、
年
間
戦
略
プ
ラ
ン
に
従

っ
た
結
果
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
を

報
告
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
代
表
選
手
及
び
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
選

考
方
法
・
選
考
時
期
等
の
詳
細
が
記
載
さ
れ

て
い
る
関
連
資
料
を
熟
読
の
上
、
ご
承
認
い

た
だ
き
た
い
。

　

以
上
の
説
明
・
提
案
を
受
け
、
現
在
、
ス

ケ
ー
ト
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
を
担
当
し
て
い
る
伊
東
副
会
長
よ
り
、
ハ

イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
役
割

に
つ
い
て
補
足
説
明
が
あ
り
、
ス
ケ
ー
ト
の

場
合
、
ス
ピ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
ト
・
フ
ィ
ギ
ュ

ア
の
３
つ
の
競
技
に
つ
い
て
情
報
収
集
統
括

が
役
割
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強
化

部
長
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
代
表
選
手
の

選
考
の
他
、
様
々
な
決
定
事
項
の
サ
ポ
ー

ト
・
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
強
化
を
束
ね
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
宇
津
木
妙
子
副
会
長
よ
り
、
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ン
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
矢

端
事
務
局
長
が
適
任
だ
と
し
て
も
事
務
局
長

と
の
兼
務
は
果
た
す
べ
き
役
割
、
担
う
べ
く

業
務
が
多
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念

も
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
岡
本
専
務
理
事
よ
り
、

今
後
、
事
務
局
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
し

っ
か
り
と
議
論
・
協
議
し
、
事
務
局
を
機
能

さ
せ
、
同
時
に
「
Ｌ
Ａ
28
五
輪
」
へ
向
け
た

準
備
も
怠
り
な
く
進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
事
務
局
運
営
が
疎
か
に
な
ら
な
い
こ

と
を
最
優
先
に
、
早
々
に
具
体
的
な
方
向
性

を
示
し
て
い
く
こ
と
が
説
明
・
了
承
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

名
鉄
観
光
協
賛
金
の
減
額

に
つ
い
て

　

矢
端
事
務
局
長
よ
り
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ

ス
か
ら
今
夏
開
催
の
小
学
生
男
女
大
会
協
賛

金
に
つ
い
て
減
額
し
た
協
賛
契
約
締
結
の
依

頼
が
来
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

男
子
大
会
は
48
チ
ー
ム
中
14
チ
ー
ム
、
女

子
大
会
は
42
チ
ー
ム
中
11
チ
ー
ム
で
、
と
も

に
最
低
ラ
イ
ン
20
チ
ー
ム
を
下
回
っ
た
こ
と

か
ら
男
子
大
会
は
70
％
、
女
子
大
会
は
55
％

の
協
賛
金
額
と
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
本

条
件
で
の
契
約
締
結
に
つ
い
て
諮
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
既
に
予
算
を
組
ん
で
い
る
支
部
協

会
に
対
し
て
は
日
本
協
会
で
補
填
す
る
こ
と

が
併
せ
て
説
明
さ
れ
た
。

　

来
年
度
以
降
は
名
鉄
観
光
を
使
っ
て
く
だ

さ
い
と
も
う
少
し
強
め
に
お
願
い
す
る
の
か
、

名
鉄
観
光
と
の
契
約
内
容
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
の
か
に
つ
い
て
今
後
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
従
前
通
り
「
優
先
的
に
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
だ
と
同
じ
こ
と
の
繰
り
返

し
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。「
こ
こ
を
利
用
し

な
い
と
大
会
に
参
加
で
き
な
い
」
等
の
縛
り

を
設
け
、
縛
り
を
設
け
る
か
ら
に
は
、
現
行

一
大
会
１
０
０
万
円
の
協
賛
金
を
、
例
え
ば

２
０
０
万
に
増
額
し
、
提
示
し
て
い
た
だ
き
、

支
部
協
会
に
還
元
し
て
い
く
方
向
で
の
協
議

を
今
後
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
事
務
局

提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

協
賛
金
は
予
算
上
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占

め
る
た
め
、
フ
ォ
ト
ク
リ
エ
イ
ト
同
様
に
縛

り
を
設
け
た
ほ
う
が
開
催
地
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
支
部
協
会
に
よ
っ

て
は
従
前
か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
旅
行
会
社

が
あ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
が
ク
リ

ア
で
き
る
の
か
、
慎
重
に
検
討
・
協
議
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
第
６
号
議
案
は
承

認
さ
れ
た

・
そ
の
他

１
．
表
彰
選
考
委
員
会
に
つ
い
て

　

表
彰
選
考
委
員
会
が
組
織
編
成
上
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
か
ら
ど
う

す
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
、
今
年
度
も
従

前
ど
お
り
通
り
継
続
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

今
回
の
理
事
会
議
案
に
は
挙
が
っ
て
い
な
い

が
、
専
務
理
事
と
相
談
し
て
今
後
理
事
会
に

提
案
す
る
。

２
．
指
導
者
資
格
保
有
者
に
つ
い
て

　

前
回
の
常
務
理
事
会
で
「
指
導
者
資
格
保

持
者
が
試
合
当
日
不
在
の
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
」
議
論
と
な
り
、
過
去
５
年
間
の
調
査

を
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
４
年
度
に
１
件
（
身

内
の
不
幸
で
急
遽
不
参
加
）、
令
和
５
年
度

に
２
件
、
う
ち
１
件
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
濃

厚
接
触
者
、
も
う
１
件
は
和
歌
山
で
開
催
の

教
員
大
会
で
和
歌
山
の
理
事
長
と
相
談
し
、

練
習
試
合
と
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。
没
収
試

合
と
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
引
き
続
き
資
格

取
得
者
を
複
数
人
に
増
や
す
こ
と
と
、
所
属

協
会
長
及
び
チ
ー
ム
の
始
末
書
提
出
す
る
こ

と
、
と
い
う
措
置
で
進
め
て
い
く
方
向
性
が

示
さ
れ
、
改
め
て
総
務
委
員
会
で
議
論
し
、

報
告
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
悪
質
な
事
例
で
は
な
く
、
や
む
を

得
な
い
事
情
の
場
合
は
勘
案
す
る
余
地
が
あ

り
、
そ
の
上
で
複
数
名
の
指
導
者
資
格
保
有

者
を
置
く
こ
と
を
チ
ー
ム
に
推
奨
し
て
い
く

こ
と
で
理
事
会
に
お
け
る
共
通
理
解
が
図
ら

れ
た
。

小
学
生
の
塁
間
距
離
に
つ
い
て

　

小
学
生
の
投
球
距
離
に
つ
い
て
来
年
度
か
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ら
10
・
67
ｍ
か
ら
12
・
19
ｍ
に
延
長
さ
れ
る

が
、
塁
間
距
離
も
18
・
29
ｍ
に
同
時
進
行
す

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

日
米
対
抗
に
つ
い
て

　

日
米
対
抗
が
現
在
行
わ
れ
て
お
り
、
入
場

者
数
は
名
古
屋
が
４
３
２
７
名
、
富
士
宮
が

２
８
３
８
名
。
平
日
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
名
古
屋
が
想
定
ほ
ど
動
員
で
き
な
か
っ
た
。

明
日
の
横
浜
は
牧
島
会
長
が
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
る
の
で
１
万
５
０
０
０
名
程
度
入
っ
て

ほ
し
い
。
理
事
の
皆
さ
ん
も
是
非
お
越
し
い

た
だ
き
激
励
い
た
だ
き
た
い
。

●
報
告
事
項

１
．
各
委
員
会
報
告
事
項 

①
倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

　

数
年
前
に
発
生
し
た
現
在
Ｊ
Ｄ
．
リ
ー
グ

の
タ
カ
ギ
北
九
州
元
監
督
の
パ
ワ
ハ
ラ
案
件

で
、
調
査
を
す
す
め
て
い
た
が
「
処
分
審
査

に
付
さ
な
い
」
と
の
回
答
が
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
（
公

益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
か
ら
あ

っ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

②
ミ
ズ
ノ
製
バ
ッ
ト
の
リ
コ
ー
ル

　

問
題
に
つ
い
て

　

各
都
道
府
県
会
長
宛
に
、
対
応
を
お
願
い

し
た
い
内
容
に
つ
い
て
Ｊ
Ｓ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
。
詳
細
は
「
注
記
」
に
記
載

し
て
い
る
が
、
牧
島
会
長
か
ら
ミ
ズ
ノ
社
に

協
会
か
ら
の
要
望
を
伝
え
、
そ
れ
に
対
し
て

ミ
ズ
ノ
社
か
ら
す
べ
て
受
け
入
れ
る
と
の
内

容
に
な
る
。

　

２
ペ
ー
ジ
目
は
７
月
１
日
付
で
ミ
ズ
ノ
社

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
対
応
状
況
報
告
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
れ
以
降
支
部
協
会
、
大
学
連
他
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
は
な
く
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
も

の
と
判
断
し
て
い
る
。

２
．
そ
の
他

①
Ｍ
Ｖ
Ｐ
キ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
キ
ャ
ッ
プ
が
完
成
し
、

披
露
さ
れ
た
。

②
小
学
生
の
距
離
変
更

　

小
学
生
の
距
離
変
更
は
来
年
度
か
ら
に
な

る
が
、
今
年
度
行
う
予
選
会
（
来
年
度
の
代

表
を
決
定
す
る
大
会
）
に
つ
い
て
は
、
各
支

部
協
会
に
一
任
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
事
務
局
長
の
兼
務
問
題
、
７
月

下
旬
か
ら
開
催
さ
れ
る
暑
熱
対
策
、
試
合
開

始
・
実
施
時
間
（
早
朝
・
ナ
イ
タ
ー
試
合
の
導

入
等
）
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
閉
会
し
た
。
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牧島新会長のもと、新体制での理事会、「本部制」による専門委員会が動き始めた
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医
事
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施

　
Ｊ
Ｓ
Ａ
（
公
益
財
団
法
人
日
本
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
）
医
事
委
員
会
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ

ン
グ
部
会
で
は
、
毎
年
、
全
国
か
ら
の
強
豪

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
／
全
日
本
高
等
学

校
選
手
権
大
会
）
に
お
い
て
、
大
会
参
加
者

（
選
手
、コ
ー
チ
）と
、そ
の
関
係
者
に
対
し
、

ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
教
育
の
一
環
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
受
け
て
「
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
活
動
）
を
実
施
し
て
い
る
。

　

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動
）
と
は
、
大
会
会
場
等
に
ブ

ー
ス
を
設
置
し
、
参
加
者
に
直
接
情
報
提
供

を
行
う
も
の
で
、
今
年
は
当
該
大
会
が
長
崎

県
で
開
催
さ
れ
た
た
め
、
７
月
21
日
〜
25
日

の
女
子
の
大
会
実
施
期
間
中
、
長
崎
県
薬
剤

師
会
所
属
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー
マ
シ
ス
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
会
に
参
加
す
る
チ
ー

ム
や
大
会
役
員
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
を
対
象

に
、
日
頃
か
ら
選
手
が
自
身
の
身
体
に
取
り

込
む
も
の（
薬
等
）に
つ
い
て
意
識
す
る
こ
と
、

ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
に
関
す
る
正
し
い
情

報
の
取
得
方
法
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
・
趣

旨
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

連
日
気
温
が
35
℃
を
越
え
る
中
、
多
く
の

方
が
参
加
。「
ク
イ
ズ
」
に
答
え
る
こ
と
で

自
然
と
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
の
知
識
が
身

に
つ
く
企
画
も
立
案
。
今
回
は
長
崎
県
薬
剤

師
会
の
提
案
で
、
薬
局
で
買
え
る
身
近
な
商

品
に
も
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
に
お
い
て
は
「
陽

性
」
を
示
す
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

「
の
ど
飴
ク
イ
ズ
」
を
実
施
。
こ
こ
で
そ
の

ク
イ
ズ
を
出
題
す
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　

Ｑ　

こ
の
中
に
安
心
し
て
使
用
で
き
る
も

の
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
答
え
は
ど
れ
？

　

高
校
生
た
ち
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
書
い

て
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
安
全
な
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
大
人
た
ち
は
、
医
薬
品
な
ど
と

書
い
て
あ
る
も
の
は
避
け
た
ほ
う
が
良
い
と

い
う
意
見
が
多
か
っ
た
と
の
こ
と
。
さ
て
正

解
は
こ
の
２
つ
！

　

意
図
し
て
い
な
く
て
も
、
ア
ン
チ
・
ド
ー

ピ
ン
グ
規
則
違
反
に
な
っ
た
場
合
、
競
技
会

で
の
成
績
剥
奪
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
の
資

格
が
停
止
さ
れ
る
と
い
う
個
人
的
な
影
響
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の

信
頼
や
価
値
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
大
切
に
し
た
い
「
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
」

と
は
何
か
を
考
え
、
ク
リ
ー
ン
で
フ
ェ
ア
な

ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
事
業
実
施
に
際
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
専
門
部
、
長
崎
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
、
長
崎
県
薬
剤
師
会
お
よ
び
関
係
各
位
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り医事委員会がインターハイでアンチ・ドーピング

教育の一環としてアウトリーチプログラムを実施

連
日
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

この中に正解は２つ……さてどれが正解???

↑
正解はこちら

正解
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